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史
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］

　
小
論
で
は
律
令
国
家
転
換
期
（
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
前
葉
）
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
の
変
容
過

程
を
検
討
し
、
そ
の
背
景
を
経
済
、
社
会
、
宗
教
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ

こ
で
は
各
窯
場
の
盛
衰
、
窯
業
技
術
（
窯
構
造
・
窯
詰
め
・
窯
焚
き
）
、
生
産
器
種
の
三
点
を
主
な
検

討
対
象
と
し
た
。

　
列
島
の
大
規
模
窯
業
地
で
は
都
城
周
辺
に
あ
っ
た
陶
邑
窯
の
衰
退
が
顕
著
で
、
代
わ
っ
て
生
駒
西

麓
窯
な
ど
都
市
近
郊
窯
の
生
産
が
活
発
化
し
た
。
理
由
の
一
つ
は
流
通
経
済
の
発
達
を
背
景
に
、
交

易
に
有
利
な
近
郊
窯
の
利
点
が
生
か
さ
れ
た
た
め
と
考
え
た
。
流
通
状
況
の
検
証
は
十
分
で
は
な
い

が
、
播
磨
や
讃
岐
、
備
前
の
須
恵
器
が
入
り
込
む
の
も
瀬
戸
内
海
運
の
発
展
と
関
係
が
深
い
と
み
ら

れ
る
。

　
も
う
一
つ
は
宗
教
面
か
ら
、
服
属
儀
礼
的
な
意
味
あ
い
が
あ
っ
た
陶
器
調
納
シ
ス
テ
ム
や
、
大
甕

等
を
用
い
た
王
権
儀
礼
そ
の
も
の
が
、
国
家
仏
教
興
隆
期
の
八
世
紀
中
葉
か
ら
変
質
し
て
い
き
、
そ

の
主

力
を
担
っ
て
き
た
陶
邑
の
須
恵
器
供
給
地
と
し
て
の
役
割
が
相
対
的
に
低
く
な
っ
た
可
能
性
を

想
定
し
た
。

　
一
方
、
各
地
の
窯
場
で
は
転
換
期
に
共
通
し
た
生
産
戦
略
が
と
ら
れ
た
。
そ
れ
は
コ
ス
ト
と
品
質

の

バ

ラ
ン
ス
に
お
い
て
経
済
性
を
優
先
す
る
方
向
へ
の
変
化
で
あ
っ
た
。
須
恵
器
窯
業
の
六
世
紀
末
、

七

世
紀
後
半
の
二
度
の
画
期
で
は
、
各
地
で
生
産
戦
略
だ
け
で
な
く
導
入
さ
れ
る
技
術
の
共
通
点
も

多
か
っ
た
が
、
八
世
紀
後
半
の
特
徴
は
技
術
の
選
択
に
多
様
性
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
地
域
色
が
明

瞭
に

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
き
く
四
つ
の
地
域
類
型
を
設
定
し
た
。

　
第
一
は
集
約
的
な
須
恵
器
生
産
か
ら
い
ち
早
く
離
脱
し
た
陶
邑
窯
や
牛
頸
窯
で
あ
る
。
相
対
的
に

自
立
度
の
高
い
周
辺
在
地
社
会
が
共
同
体
祭
祀
や
儀
礼
的
飲
食
の
衰
退
に
よ
っ
て
須
恵
器
需
要
の
低

下

を
招
い
た
こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ
た
。
第
二
は
技
術
力
を
生
か
し
て
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
的
地
位

を
築
い
て
い
っ
た
東
海
の
猿
投
窯
で
あ
る
。
周
辺
は
姿
器
系
陶
器
の
一
大
生
産
地
と
な
っ
た
。
第
三

は

流

通
経
済
と
都
市
に
近
い
利
点
を
生
か
し
、
器
種
別
分
業
を
取
り
入
れ
る
な
ど
新
し
い
須
恵
器
産

地
に

発
展

し
て
い
っ
た
播
磨
や
讃
岐
で
あ
る
。
第
四
は
伝
統
的
な
須
恵
器
生
産
を
継
承
す
る
面
の
強

か

っ

た
北
陸
や
関
東
、
東
北
の
諸
窯
で
あ
る
。
畿
内
と
は
逆
に
、
須
恵
器
需
要
を
担
う
在
地
社
会
の

支
配
関
係
や
経
済
、
宗
教
に
保
守
的
な
性
格
が
み
ら
れ
た
。
転
換
期
窯
業
に
み
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
地

域
色
は
古
代
末
～
中
世
初
の
焼
物
世
界
へ
の
端
緒
と
も
な
っ
た
。
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は
じ
め
に

　
本
稿
は
律
令
国
家
転
換
期
に
お
け
る
須
恵
器
窯
業
の
変
革
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

背
景
を
社
会
経
済
史
の
視
点
か
ら
多
面
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
窯
業

は
他
の
手
工
業
に
比
べ
て
遺
跡
や
遺
物
が
残
り
や
す
く
、
考
古
学
的
に
生
産
・
流
通
・

消
費
の
実
態
を
分
析
し
や
す
い
分
野
と
い
え
る
。
ま
た
、
古
代
の
須
恵
器
窯
業
は
東

北
地
方
北
部
か
ら
九
州
地
方
南
部
ま
で
広
く
行
き
渡
り
、
資
料
的
普
遍
性
を
持
っ
て

い

る
こ
と
か
ら
列
島
規
模
で
地
域
色
を
検
討
で
き
る
利
点
が
あ
る
。

　
窯
業
製
品
は
王
権
中
枢
部
の
儀
礼
や
官
僚
へ
の
給
食
容
器
と
し
て
大
量
に
供
給
さ

れ
、
各
地
域
の
行
政
・
宗
教
拠
点
と
な
っ
た
国
衙
・
郡
家
・
寺
院
等
で
も
宮
都
に
準

じ
た
祭
祀
や
儀
礼
が
行
わ
れ
、
土
器
使
用
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
在
地
社

会
で
も
首
長
層
は
須
恵
器
窯
業
を
積
極
的
に
経
営
し
、
こ
れ
を
政
治
・
経
済
・
宗
教

な
ど
多
角
的
に
運
用
し
て
民
衆
支
配
を
実
現
し
て
い
っ
た
。
窯
業
は
一
義
的
に
は
生

産
や
流
通
と
い
っ
た
経
済
動
向
を
窺
い
知
る
資
料
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
政
治

制
度
や
精
神
文
化
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
そ
の
考
古
学
的
研
究
が
当
該
期
の
歴
史
研

究

に
果
た
す
役
割
は
少
な
く
な
い
。

　
窯
業
生
産
の
展
開
か
ら
分
業
や
流
通
の
問
題
を
論
じ
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

象
を
特
定
の
地
域
に
限
定
し
た
も
の
や
、
土
器
様
式
の
分
析
が
中
心
で
あ
っ
た
。
窯

業
を
古
代
国
家
の
社
会
経
済
史
の
な
か
に
位
置
付
け
る
た
め
に
は
、
列
島
規
模
の
比

較
研
究

や
、
生
産
の
中
核
を
な
す
窯
場
の
遺
構
と
そ
の
技
術
の
分
析
が
欠
か
せ
な
い
。

本
稿
は
こ
の
点
に
留
意
し
、
須
恵
器
窯
業
に
絞
っ
て
律
令
国
家
転
換
期
の
技
術
、
流

通
、
使
用
実
態
の
変
容
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

　

時
期
は
八
世
紀
前
葉
～
九
世
紀
中
葉
を
主
な
検
討
対
象
と
し
、
区
分
は
暦
年
代
が

知
ら
れ
る
平
城
宮
土
器
編
年
［
西
一
九
七
六
］
と
平
安
京
土
器
編
年
［
小
森
一
九
九
四
］

に
基
づ
き
、
平
城
H
を
八
世
紀
前
葉
、
平
城
皿
を
八
世
紀
中
葉
、
平
城
W
・
V
を
八

世
紀
後
半
、
平
安
京
－
中
（
平
城
W
）
を
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
、
平
安
京
－
新
（
平

城

W
）
を
九
世
紀
前
葉
、
平
安
京
H
古
を
九
世
紀
中
葉
と
表
記
す
る
。

H
・
皿
を
あ
わ
せ
て
八
世
紀
前
半
と
す
る
場
合
も
あ
る
。

●
転
換
期
の
土
器
様
式

な
お
、
平
城

　
窯
業
生
産
の
展
開
を
論
じ
る
前
に
、
ま
ず
宮
都
の
土
器
様
式
を
概
観
し
て
お
き
た

い
。
七
～
九
世
紀
の
土
器
編
年
は
、
飛
鳥
・
藤
原
京
、
平
城
京
、
長
岡
京
、
平
安
京

か

ら
出
土
し
た
、
暦
年
代
が
推
定
で
き
る
一
括
土
器
群
を
も
と
に
組
み
た
て
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
間
を
複
数
の
土
器
様
式
を
統
合
し
た
大
様
式
と
し
て
み
た
場
合
、
二
つ

の

ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
七
世
紀
後
葉
～
八
世
紀
の
土
器
群
は
「
律
令
的

土
器
様
式
」
［
西
一
九
八
二
］
、
九
世
紀
～
＝
世
紀
前
半
の
土
器
群
は
「
前
期
平
安
京

的
土
器
様
式
」
［
小
森
一
九
九
四
］
や
「
平
安
京
型
土
器
様
式
」
［
高
橋
一
九
九
九
］
と
い
っ

た
名
称
が
与
え
ら
れ
、
そ
の
特
質
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
内
容
に
は
立
ち

入

ら
な
い
が
、
い
ず
れ
も
消
費
の
場
に
お
け
る
焼
物
の
複
合
体
と
し
て
の
土
器
様
式

と
い
う
概
念
を
用
い
て
当
該
期
の
文
化
理
解
を
試
み
て
い
る
。

　
多
様
な
焼
物
の
複
合
体
で
あ
る
土
器
様
式
の
展
開
に
は
、
そ
の
前
後
に
萌
芽
（
成

立
）
段
階
、
変
質
（
崩
壊
）
段
階
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
取
れ
る
こ
と
が
多
い
。

萌
芽
期
は
前
様
式
の
要
素
が
色
濃
く
、
変
質
期
は
次
の
新
し
い
様
式
の
萌
芽
期
で
あ

る
場
合
が
多
い
の
で
、
ど
の
要
素
に
注
目
す
る
か
に
よ
っ
て
画
期
の
位
置
と
評
価
は

自
ず
と
異
な
っ
て
く
る
。

　
七

～
九
世
紀
の
土
器
の
推
移
を
概
観
す
る
と
、
金
属
器
指
向
型
を
基
調
と
す
る
「
律

令
的
土
器
様
式
」
と
、
九
世
紀
前
葉
に
始
ま
る
磁
器
指
向
型
の
二
つ
の
土
器
群
が
あ

る
［
西
一
九
八
二
］
。
「
律
令
的
土
器
様
式
」
の
概
念
は
そ
の
後
批
判
的
に
継
承
さ
れ
、

現
在
で
は
「
宮
廷
土
器
様
式
」
［
巽
一
九
八
九
］
や
「
宮
都
型
（
藤
原
・
平
城
宮
型
）
土

器
様
式
」
［
高
橋
一
九
九
九
］
の
名
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
七
世
紀
初
頭
に
萌
芽

が
あ
り
、
七
世
紀
後
葉
～
八
世
紀
前
半
に
成
立
・
安
定
し
、
八
世
紀
中
葉
か
ら
崩
壊

に
向
か
う
。
そ
し
て
九
世
紀
前
葉
に
は
新
た
な
唐
風
意
匠
の
施
粕
陶
器
が
加
わ
り
、
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九
世
紀
中
葉
に
は
須
恵
器
が
衰
退
し
て
「
平
安
京
型
土
器
様
式
」
が
成
立
す
る
。

　

一
方
、
土
器
様
式
の
変
質
期
で
あ
る
八
世
紀
中
葉
は
、
須
恵
器
壷
L
や
土
師
器
椀

A
、
黒
色
土
器
な
ど
九
世
紀
に
主
体
を
占
め
る
形
式
・
技
術
の
出
現
期
で
あ
る
。
ま

た
、
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭
に
は
八
世
紀
中
葉
に
萌
芽
し
た
こ
れ
ら
の
要
素
が
目

立

ち
は
じ
め
る
。
土
器
全
体
に
占
め
る
須
恵
器
の
比
率
は
、
八
世
紀
前
半
の
平
城
宮

で
は

五
割
程
度
で
あ
っ
た
が
、
八
世
紀
後
半
に
三
～
四
割
［
玉
田
一
九
九
二
、
小
森
二

〇

〇

五
］
、
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭
に
は
長
岡
京
で
二
～
三
割
［
秋
山
一
九
九
二
a
］
、

平
安
京
で
は
二
割
弱
と
な
る
［
平
尾
↓
九
九
二
］
。
平
安
京
域
で
み
る
小
型
食
器
の
推
移

で

も
、
常
に
七
～
八
割
を
占
め
る
土
師
器
を
除
く
と
、
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
に
須

恵
器
が
約
八
割
を
占
め
て
い
た
の
に
対
し
、
九
世
紀
前
葉
に
五
割
弱
、
九
世
紀
中
葉

に
二
割
に
減
少
す
る
［
平
尾
一
九
九
二
］
。
そ
れ
に
代
わ
る
よ
う
に
増
え
て
く
る
の
が
、

施
粕

（緑
紬
・
灰
紬
）
陶
器
、
黒
色
土
器
で
あ
る
。

　
国
産
施
粕
陶
器
増
加
の
プ
ロ
セ
ス
も
段
階
的
で
あ
る
。
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭

に
奈
良
三
彩
の
系
譜
を
引
く
緑
粕
単
彩
陶
器
が
出
現
す
る
。
器
種
は
羽
釜
や
甑
、
火

舎
、
椀
な
ど
が
あ
り
、
喫
茶
具
と
し
て
［
巽
↓
九
九
一
a
］
限
ら
れ
た
場
所
で
使
用
さ

れ

た
の
に
対
し
、
九
世
紀
前
葉
か
ら
は
椀
皿
主
体
の
量
産
型
緑
粕
・
灰
粕
陶
器
が
出

現

し
て
、
九
世
紀
中
葉
に
は
食
器
に
占
め
る
施
紬
陶
器
の
量
が
須
恵
器
を
凌
駕
す
る

［平

尾
↓
九
九
二
］
。
量
産
型
施
粕
陶
器
の
出
現
は
意
匠
の
上
で
は
中
国
磁
器
指
向
を
特

徴
と
す
る
新
様
式
の
は
し
り
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
技
術
的
に
は
外
来
要
素
を
強

調
し
た
か
つ
て
の
革
新
性
［
西
一
九
八
二
、
坂
野
↓
九
七
九
］
は
再
検
討
さ
れ
［
尾
野
一

九
九

八
］
、
使
用
場
所
が
宮
廷
周
辺
に
限
ら
れ
る
点
か
ら
も
大
様
式
の
画
期
と
は
し
な

い
見
解
が
主
流
で
あ
る
［
小
森
］
九
九
四
、
高
橋
一
九
九
九
］
。
須
恵
器
に
つ
い
て
も
、

従
来
注
目
さ
れ
た
九
世
紀
初
頭
頃
の
技
術
革
新
［
田
中
一
九
六
四
］
が
過
大
に
評
価
で

き
な
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
［
北
野
二
〇
〇
一
］
。

　
以
上
の

よ
う
に
、
七
～
九
世
紀
の
土
器
様
式
は
個
々
の
型
式
（
意
匠
、
技
術
）
の

消
長
や
そ
の
出
現
頻
度
が
段
階
的
・
漸
移
的
で
あ
っ
て
も
、
概
ね
七
世
紀
後
葉
～
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

世
紀
前
半
、
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
初
頭
な
い
し
は
前
葉
、
九
世
紀
前
葉
な
い
し
は

中
葉
～
一
〇
世
紀
前
葉
の
三
つ
の
大
別
様
式
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ

う
な
大
別
様
式
の
区
分
と
画
期
の
評
価
は
列
島
全
体
、
あ
る
い
は
各
地
の
土
器
編
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で

も
概
ね
共
通
し
て
お
り
、
窯
業
の
動
向
が
広
域
に
連
動
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
て
い
る
。
消
費
を
も
視
野
に
お
い
た
多
様
な
焼
物
複
合
に
よ
る
編
年
と
須
恵
器

や
施
粕

陶
器
の
型
式
変
化
を
重
視
し
た
生
産
地
編
年
で
は
大
画
期
の
と
ら
え
方
に
違

い
が
認
め
ら
れ
る
が
、
八
世
紀
前
半
を
帰
結
点
と
し
て
成
立
し
た
土
器
様
式
が
八
世

紀
後
半
か
ら
変
質
、
解
体
し
、
九
世
紀
に
新
た
な
土
器
様
式
が
成
立
す
る
と
い
う
理

解

は
各
地
の
土
器
編
年
に
共
通
す
る
。

　
以
下

で

は
、
律
令
国
家
転
換
期
の
土
器
様
式
の
理
解
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
須

恵
器
窯
業
の
展
開
を
窯
構
造
や
流
通
の
面
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
宮
都
周
辺
を

検
討

し
、
次
に
列
島
各
地
の
窯
業
の
変
化
と
対
比
し
て
み
た
い
。

②
宮
都
の
須
恵
器
と
周
辺
の
窯
業
地

（
1
）
宮
都
の
須
恵
器

　
律
令
国
家
は
宮
で
使
用
す
る
「
陶
器
（
須
恵
器
）
」
を
諸
国
か
ら
の
貢
納
や
市
で
の

交
易
に
よ
っ
て
入
手
し
た
。
「
延
喜
主
計
寮
式
（
以
下
、
主
計
式
）
」
に
よ
れ
ば
、
調

雑
物
と
し
て
須
恵
器
を
貢
納
し
た
の
は
摂
津
・
和
泉
・
近
江
・
美
濃
・
播
磨
・
備
前
・

讃
岐
・
筑
前
（
大
宰
府
へ
の
貢
納
）
の
八
力
国
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
須
恵
器
の
調

納
制
は
史
料
か
ら
大
宝
令
制
下
に
遡
る
こ
と
が
知
ら
れ
［
浅
香
一
九
七
一
］
、
考
古
資
料

か

ら
は
評
制
段
階
、
天
武
朝
ま
で
遡
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
巽
一
九
九
九
］
。

貢
納
さ
れ
た
土
器
は
官
人
た
ち
の
給
食
器
や
各
種
貯
蔵
容
器
、
祭
事
用
具
な
ど
に
充

て

ら
れ
た
が
、
主
計
式
記
載
の
輸
量
や
国
別
割
合
が
消
費
の
実
態
で
あ
っ
た
わ
け
で

は

な
い
。
実
際
に
は
は
る
か
に
多
く
の
土
器
が
宮
で
使
用
さ
れ
、
八
世
紀
後
半
に
は

主
計
式
に
は
み
え
な
い
大
和
や
尾
張
産
の
須
恵
器
が
多
く
な
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て

い

る
。
こ
れ
は
、
調
に
よ
る
貢
納
が
も
と
も
と
ミ
ツ
キ
の
流
れ
を
く
ん
だ
服
属
儀
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礼
的
な
性
格
を
も
っ
て
お
り
［
森
一
九
九
四
］
、
主
と
し
て
国
家
的
な
祭
祀
用
具
の
調

達

を
目
的
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
主
計
式
に
み
え
る
和
泉
産
須
恵
器
は
特
に

貯
蔵
具
や

特
殊
品
で
高
率
を
占
め
て
お
り
、
神
祇
式
四
時
祭
用
陶
器
の
構
成
か
ら
も
、

陶
邑
の
調
が
古
代
国
家
の
祭
祀
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
［
森
一

九
九

四
］
。
さ
ら
に
践
酢
大
嘗
祭
と
い
っ
た
最
高
レ
ベ
ル
の
儀
式
に
お
い
て
、
主
計
式

に
み
え
な
い
河
内
（
主
に
土
師
器
）
・
参
河
と
と
も
に
尾
張
が
加
わ
っ
て
い
る
の
が
示

唆

的
で
あ
る
。
尾
張
に
割
り
当
て
ら
れ
た
器
種
は
高
盤
や
筥
杯
の
よ
う
な
小
型
食
器

の
ほ

か
、
甕
・
醒
・
缶
・
酒
瓶
・
盆
・
堆
・
都
婆
波
・
酒
垂
な
ど
の
貯
蔵
具
に
重
点

が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
平
城
宮
か
ら
八
世
紀
後
半
に
出
土
す
る
「
原
始
灰
紬
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
猿
投
産
貯
蔵
旦
ハ
の
優
品
を
想
起
さ
せ
る
。

　
尾
張
猿
投
窯
は
古
墳
時
代
以
来
、
器
形
や
技
術
に
お
い
て
保
守
的
な
性
格
を
も
ち
、

陶
邑
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
飛
鳥
で
は
七
世
紀
に
猿
投
産
と
み
ら
れ
る
須
恵
器

が
一
定
量
流
入
し
、
藤
原
宮
期
頃
に
は
猿
投
産
が
陶
邑
産
を
凌
ぐ
よ
う
に
な
る
［
巽
一

九
九

九
］
。
と
こ
ろ
が
、
平
城
宮
期
の
八
世
紀
前
半
に
な
る
と
陶
邑
産
が
主
体
を
占
め

た
。
そ
し
て
、
後
半
代
に
は
大
和
や
尾
張
と
い
っ
た
主
計
式
に
規
定
の
な
い
国
の
製

品
が
増
加
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
流
通
の
実
態
か
ら
主
計
式
の
規
定
が
実
効
し
た
の
が
八
世
紀
前
半
代

と
す
る
見
方
［
巽
一
九
九
九
］
が
あ
る
一
方
で
、
調
納
品
の
歴
史
的
性
格
、
使
用
の
場

や
廃
棄
方
法
を
踏
ま
え
、
平
城
宮
出
土
土
器
の
総
体
は
む
し
ろ
市
で
の
購
入
の
実
態

（市
に

供
給
さ
れ
る
土
器
の
傾
向
）
を
反
映
す
る
と
し
た
意
見
［
森
一
九
九
七
］
が
提
示

さ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
に
お
い
て
国
の
財
政
を
支
え
る
調
庸
物
の
収
取
が
、
中
央

や
地

方
の
交
易
圏
、
流
通
経
済
と
深
く
か
か
わ
り
な
が
ら
存
在
し
、
官
人
官
司
の
物

品
確
保
も
封
戸
物
の
市
で
の
交
易
や
銭
貨
購
入
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
［
栄
原

一
九

七

三
］
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
調
納
物
と
て
必
ず
し
も
実
物
運
京
さ
れ
た
と
は
限
ら

な
い
し
、
宮
内
で
消
費
さ
れ
た
土
器
の
多
く
は
中
央
市
で
の
交
易
品
と
み
る
の
が
妥

当
と
思
わ
れ
る
。
八
世
紀
後
半
か
ら
増
加
し
た
大
和
（
生
駒
西
麓
）
産
な
ど
都
市
近

郊
窯
の
製
品
も
こ
の
流
通
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
陶
邑
窯
跡
群

　
大
阪
府
南
部
の
陶
邑
窯
跡
群
は
五
～
九
世
紀
に
営
ま
れ
た
列
島
最
大
規
模
の
須
恵

器
窯
業
地
で
あ
る
。
五
世
紀
前
半
か
ら
王
権
の
膝
元
で
各
種
手
工
業
生
産
拠
点
の
ひ

と
つ
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
［
菱
田
二
〇
〇
四
］
。
五
世
紀
末
～
六
世
紀
初
頭
の
地
方

窯
拡
大
後
は
列
島
遠
隔
地
へ
の
広
域
供
給
は
急
減
す
る
が
、
新
式
群
集
墳
が
盛
行
す

る
六
世
紀
代
の
畿
内
中
枢
部
で
は
、
陶
邑
産
須
恵
器
が
主
体
を
な
し
た
。
畿
内
で
は

群
集
墳
期
に
生
産
が
活
発
で
あ
っ
た
摂
津
千
里
窯
も
七
世
紀
中
葉
に
は
衰
退
す
る
。

　
陶
邑
窯
跡
群
の
時
期
別
の
窯
数
は
、
六
世
紀
後
葉
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
ピ
ー
ク
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

あ
り
、
そ
の
後
一
旦
減
少
し
、
七
世
紀
末
～
八
世
紀
前
半
に
再
び
増
加
す
る
［
重
見
二

〇
〇
二
］
。
そ
れ
が
大
き
く
転
換
す
る
の
は
、
八
世
紀
中
葉
で
、
八
世
紀
後
半
以
降
は

窯
が
半
減
す
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
平
城
宮
の
土
器
組
成
に
占
め
る
須
恵
器
の
割

合
の
変
化
と
も
対
応
す
る
。

　
次
に
窯
構
造
か
ら
須
恵
器
生
産
の
変
容
の
あ
り
方
を
み
て
い
き
た
い
。
筆
者
は
先

に
列
島
の
大
規
模
窯
業
地
（
大
阪
府
陶
邑
窯
、
福
岡
県
牛
頸
窯
、
愛
知
県
猿
投
窯
、

石

川
県
南
加
賀
窯
）
の
窯
構
造
の
変
遷
を
比
較
し
、
各
窯
跡
群
で
は
自
然
条
件
や
文

化
伝
統
に
基
づ
く
個
性
的
な
窯
造
り
の
特
徴
を
も
ち
つ
つ
も
、
窯
構
造
が
技
術
面
の

内
的
要
因
だ
け
で
な
く
、
社
会
経
済
や
政
治
の
変
化
と
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
推
移

し
、
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
共
通
し
た
画
期
が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
［
北
野
二

〇
〇
四
］
。

　

陶
邑
窯
で
は
六
世
紀
後
葉
に
寸
胴
形
の
細
長
い
B
形
式
窯
が
主
体
と
な
っ
た
。
床

面

は
弓
な
り
か
ら
直
線
的
・
急
傾
斜
と
な
り
、
砂
床
か
ら
地
山
床
へ
と
変
わ
っ
た
。

群
集
墳
期
の
需
要
の
高
ま
り
に
応
え
る
た
め
、
製
品
の
質
よ
り
も
大
量
生
産
を
志
向

し
た
改
良
の
結
果
と
解
釈
し
た
。
次
い
で
七
世
紀
後
半
に
は
二
つ
の
新
し
い
形
式
の

窯
が
登
場
し
た
。
一
つ
は
列
島
各
地
に
こ
の
時
期
広
く
採
用
さ
れ
た
地
下
式
直
立
煙

道
窯
（
C
形
式
）
で
あ
る
。
中
型
で
床
面
傾
斜
が
緩
い
こ
の
窯
は
蓄
熱
性
に
優
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

コ

ス

ト
は
か
か
る
が
良
質
の
製
品
を
得
る
の
に
適
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
C
形
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式
窯
を
大
甕
生
産
用
に
特
化
さ
せ
た
C
H
形
式
窯
（
T
K
三
六
号
窯
な
ど
）
で
あ
る
。

陶
邑
固
有
の
形
式
で
分
布
は
T
K
・
M
T
地
区
に
集
中
す
る
。
水
平
な
床
面
に
丸
底

が
安
定
す
る
よ
う
な
据
え
付
け
穴
や
焼
台
を
設
置
し
、
大
甕
を
八
～
一
〇
個
並
列
す

る
。
倒
焔
式
で
奥
壁
に
は
下
部
に
三
箇
所
の
通
炎
孔
を
設
け
、
煙
室
、
直
立
煙
道
へ

と
つ
な
が
る
。
高
品
質
な
大
甕
需
要
に
応
え
る
た
め
に
出
現
し
た
窯
構
造
と
考
え
ら

れ
、
C
形
式
窯
よ
り
や
や
遅
れ
八
世
紀
前
葉
に
盛
行
す
る
。
両
者
は
陶
邑
東
部
の
T

K
・
M
T
地
区
で
採
用
さ
れ
た
が
、
中
西
部
の
T
G
・
K
M
地
区
で
は
B
形
式
の
系

譜
を
引
く
伝
統
的
な
窯
構
造
が
展
開
し
た
［
白
石
一
九
九
九
］
。
技
術
の
革
新
性
・
保
守

性
か

ら
支
群
・
経
営
者
層
の
性
格
の
違
い
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

陶
邑
の
窯
構
造
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の
は
八
世
紀
後
半
か
ら
で
あ
る
。
田

辺

昭
三
氏
は
陶
邑
の
衰
退
期
と
位
置
付
け
、
窯
の
小
型
化
や
焚
口
形
態
の
変
化
を
指

摘
、
全
国
的
に
は
生
産
地
の
地
方
拡
散
が
さ
ら
に
進
む
画
期
と
し
、
地
方
官
衙
の
整

備
や
寺
院
政
策
と
の
関
係
を
想
定
し
た
［
田
辺
一
九
八
一
］
。

　

陶
邑
の
窯
は
地
下
式
の
C
形
式
に
か
わ
っ
て
半
地
下
式
・
地
上
式
の
D
形
式
（
K

M
二
九
号
窯
）
が
一
般
化
す
る
。
田
辺
氏
が
早
く
か
ら
注
目
し
た
焼
成
部
最
大
幅
を

手
前
に
お
き
、
焚
口
が
大
き
く
ハ
の
字
状
に
広
が
る
形
態
の
窯
で
あ
る
。
類
例
は
丹

波
篠
窯
（
西
長
尾
奥
第
二
ー
一
号
窯
）
や
摂
津
相
野
窯
（
地
福
六
号
窯
）
、
播
磨
志
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

窯
（
札
馬
二
号
窯
）
・
相
生
窯
（
大
陣
原
二
号
窯
）
な
ど
、
畿
内
周
辺
部
に
広
く
分
布

す
る
。
八
世
紀
中
葉
頃
に
出
現
し
、
小
型
食
器
類
主
体
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
C

H
形
式
も
床
面
傾
斜
の
あ
る
半
地
下
式
・
地
上
式
と
な
り
、
通
炎
孔
の
あ
る
奥
壁
や

煙

室
は
み
ら
れ
な
く
な
る
（
M
T
二
〇
八
、
二
〇
九
ー
1
号
窯
）
。
傾
斜
の
緩
い
C
・

C
H
形
式
窯
で
は
焼
成
部
最
大
幅
が
中
ほ
ど
に
あ
り
、
大
甕
は
奥
半
に
も
設
置
し
て

い

た
（
T
K
一
一
六
号
窯
）
が
、
D
形
式
窯
は
焼
成
部
奥
半
が
先
細
り
で
傾
斜
が
増

し
て
お
り
、
中
型
の
貯
蔵
具
や
、
数
を
滅
ら
し
た
大
型
品
は
火
前
よ
り
に
移
動
し
た

可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
窯
構
造
や
窯
詰
め
の
変
化
は
、
前
段
階
の
高
品
質
志
向
か
ら
、
一
定

の

品
質
を
保
ち
つ
つ
製
品
の
大
小
に
応
じ
て
一
窯
を
効
率
的
に
焚
く
と
い
う
コ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

志
向
へ
の
転
換
と
み
ら
れ
る
。
八
世
紀
中
葉
か
ら
は
杯
類
の
柱
状
重
ね
焼
き
が
一
般

化
し
、
八
世
紀
後
葉
に
は
杯
蓋
口
縁
部
の
平
坦
化
、
焼
き
し
ま
り
の
低
下
が
お
こ
る
。

こ
れ
は
重
ね
焼
き
の
安
定
と
溶
着
防
止
を
図
る
た
め
の
技
術
的
適
応
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
間
の
窯
構
造
の
変
化
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
の
一
つ
に
、
大
甕
生
産
の
衰
退

（生
産
量
・
質
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
甕
は
受
量
一
石
以
上
の
大
型
貯
蔵
容
器
で
ミ
カ
・

サ

ラ
ケ
と
称
さ
れ
、
醸
造
発
酵
食
品
（
酒
・
醤
・
酢
な
ど
）
の
生
産
や
保
管
な
ど
に

用
い
ら
れ
た
［
関
根
一
九
六
九
、
巽
一
九
九
五
］
。
大
甕
は
造
酒
司
や
宮
内
各
役
所
で
用

い

ら
れ
た
が
、
延
喜
神
祇
式
の
四
時
祭
に
み
る
よ
う
に
国
家
祭
祀
に
も
不
可
欠
な
器

物
で

あ
り
、
主
計
式
で
は
和
泉
等
に
そ
の
調
納
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

都
城
で

の
大
甕
出
土
量
を
う
か
が
う
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
陶
邑
の
窯
構
造
の
変
化
が

大
甕
生
産
の
衰
退
を
示
唆
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
家
中
枢
の
祭
祀
や
調
納
体
制

の
変
容
と
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
を
は
ら
む
と
考
え
る
。

（
3
）
生
駒
西
麓
窯
跡
群

　
奈
良
県
北
西
部
、
平
城
宮
の
西
に
あ
る
窯
跡
群
。
陶
邑
窯
跡
群
の
衰
退
と
入
れ
替

わ
る
よ
う
に
八
世
紀
中
葉
か
ら
生
産
を
開
始
し
、
八
世
紀
後
半
に
盛
行
す
る
。
製
作

技
法
が
類
似
し
て
お
り
陶
邑
窯
の
技
術
系
譜
を
引
く
と
さ
れ
る
［
巽
一
九
九
一
b
］
。
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

世
紀
後
半
に
は
平
城
宮
出
土
須
恵
器
の
主
体
と
な
る
産
地
の
一
つ
で
あ
る
。
窯
構
造

の

詳
細
が
報
告
さ
れ
た
も
の
は
な
い
が
、
薬
師
堂
川
窯
跡
群
、
妙
心
寺
窯
跡
群
、
北

新
町
西
窯
跡
な
ど
、
確
認
さ
れ
た
も
の
は
す
べ
て
半
地
下
式
と
さ
れ
て
い
る
［
生
駒
市

教
委
一
九
八
八
］
。

（
4
）
木
津
・
加
茂
窯
跡
群

　
七

世
紀
前
半
に
成
立
し
た
山
城
南
部
（
相
楽
郡
域
）
の
拠
点
的
な
窯
跡
群
で
あ
る
。

山
城
各
地
の
窯
場
が
八
世
紀
中
葉
を
境
に
廃
絶
な
い
し
は
生
産
を
縮
小
す
る
の
に
対

し
、
こ
の
頃
か
ら
窯
数
が
増
加
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
［
高
橋
一
九
九
二
］
。
な
か
で
も

八
世
紀
中
葉
の
西
椚
窯
［
加
茂
町
教
委
一
九
八
一
］
は
、
大
型
品
を
含
む
法
量
分
化
し
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た
食
器
組
成
や
杯
皿
類
の
製
作
技
法
な
ど
に
平
城
宮
出
土
土
器
と
の
共
通
点
が
み
ら

れ

る
［
高
橋
一
九
九
二
］
。
西
椚
窯
は
半
地
下
式
の
細
長
い
焼
成
部
を
も
ち
、
最
大
幅
が

燃
焼
部
口
に
あ
る
D
形
式
に
近
い
形
を
し
て
い
る
。

（
5
）
松
井
・
交
野
ヶ
原
窯
跡
群

　
京
都
府
京
田
辺
市
松
井
窯
［
江
谷
一
九
八
二
］
と
八
幡
市
交
野
ヶ
原
窯
［
八
幡
市
教

委
一
九
七
九
］
は
長
岡
京
の
南
方
に
位
置
す
る
窯
跡
群
で
四
基
が
知
ら
れ
て
い
る
。
木

津
・
加
茂
窯
跡
群
が
衰
退
し
た
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
操
業
し
た
。

形
態
的
特
徴
や
胎
土
分
析
か
ら
長
岡
京
へ
の
供
給
窯
の
一
つ
と
み
ら
れ
て
い
る
［
秋

山
一
九
九
二
b
］
。
窯
構
造
の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
松
井
窯
の
一
基
は
報
告
書
の
記

述
か

ら
燃
焼
部
口
が
ハ
の
字
に
開
く
D
形
式
の
可
能
性
が
あ
る
。

（
6
）
丹
波
・
篠
窯
跡
群

　
平
安
京
の
西
、
京
都
府
亀
岡
市
に
あ
る
窯
跡
群
。
窯
数
は
百
数
十
基
と
も
い
わ
れ

る
［
石
井
一
九
八
三
］
。
八
世
紀
中
葉
頃
か
ら
新
た
な
生
産
活
動
が
始
ま
り
、
九
～
一
〇

世

紀
へ
継
続
す
る
。
そ
の
間
、
生
産
が
活
発
化
す
る
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭
、
窯

構
造
が
転
換
す
る
一
〇
世
紀
前
半
に
そ
れ
ぞ
れ
画
期
が
求
め
ら
れ
［
石
井
一
九
八
九
］
、

後
者
で
は
そ
れ
ま
で
平
安
京
北
郊
で
展
開
し
て
い
た
緑
粕
陶
器
生
産
を
取
り
込
む
よ

う
に
な
る
。

　
八

～
九
世
紀
の
窯
構
造
は
す
べ
て
半
地
下
式
で
、
初
期
に
は
西
長
尾
奥
第
二
窯
跡

群
一
号
窯
［
財
団
法
人
京
都
府
埋
文
一
九
八
九
］
の
よ
う
に
、
奥
が
先
細
り
で
最
大
幅
を

手
前
に
置
き
、
燃
焼
部
が
開
く
D
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
小
結

　
畿
内
中
枢
部
の
須
恵
器
生
産
は
い
ず
れ
も
八
世
紀
中
葉
に
画
期
が
認
め
ら
れ
た
。

窯
数
は
陶
邑
窯
が
急
減
に
転
じ
、
代
わ
っ
て
都
市
近
郊
窯
が
増
加
し
た
。
そ
れ
に
従

い
平
城
宮
で
は
生
駒
西
麓
産
の
増
加
が
認
め
ら
れ
た
。
七
世
紀
後
葉
～
八
世
紀
前
半

は
陶
邑
の
地
下
式
窯
（
C
形
式
、
C
H
形
式
）
に
み
る
よ
う
に
相
対
的
に
高
コ
ス
ト

高
品
質
生
産
で
あ
っ
た
が
、
八
世
紀
後
半
は
半
地
下
式
窯
に
転
換
し
、
コ
ス
ト
削
減

の

方
向
ヘ
シ
フ
ト
し
た
。
八
世
紀
後
半
は
平
城
宮
出
土
須
恵
器
の
品
質
（
硬
さ
や
色

調
）
に
変
化
が
生
じ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
色
調
の
暗
い
も
の
、
焼
き
締
ま
り
の
強

い
も
の
が
減
少
し
、
灰
色
で
中
程
度
の
堅
さ
の
も
の
が
大
多
数
を
占
め
る
［
北
野
二
〇

〇
四
］
。
こ
れ
ら
は
非
畿
内
産
を
含
む
と
は
い
え
、
陶
邑
窯
や
都
市
近
郊
窯
の
窯
構
造

の

変
化
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
八
世
紀
後
半
に
食
器
は
法
量
分
化
の
減
少
、
法
量
の
縮
小
化
（
大
型
品
の
減
少
）

が

お
こ
り
、
成
形
技
法
の
面
か
ら
は
須
恵
器
杯
蓋
の
ケ
ズ
リ
調
整
省
略
、
土
師
器
の

暗
文
消
滅
、
c
手
法
（
外
面
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
）
の
卓
越
な
ど
、
全
体
と
し
て
み
る
と
作

り
分
け
や
製
作
工
程
の
省
力
化
、
原
材
料
の
節
約
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
［
巽
一

九
九
一
a
］
。

　
食
器
類
の
生

産
量
に
つ
い
て
は
、
窯
数
の
減
少
と
蓋
杯
類
の
柱
状
重
ね
焼
き
に
よ

る
増
産
と
の
差
し
引
き
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
問
題
が
残
る
が
、
八
世
紀
後
半
以
降

の
土
器
組
成
に
お
け
る
須
恵
器
量
の
低
下
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
点
で
絶
対
量
が
減

少

に
転
じ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
陶
邑
の
生
産
量
が
落
ち
た
分
、

生
駒
西
麓
窯
産
や
松
井
窯
産
、
篠
窯
産
な
ど
い
わ
ゆ
る
都
市
近
郊
窯
が
こ
れ
を
補
い
、

さ
ら
に
尾
張
産
等
が
流
入
す
る
こ
と
で
須
恵
器
消
費
量
［
玉
田
一
九
九
二
］
の
減
少
は

九
世
紀
前
葉
ま
で
漸
移
的
で
あ
っ
た
。

③
諸
国
の
窯
業
地
と
窯
構
造

（
1
）
筑
前
・
牛
頸
窯

　
牛
頸
窯
（
福
岡
県
大
野
城
市
周
辺
）
は
大
宰
府
に
近
接
す
る
九
州
最
大
の
窯
業
地

で

あ
る
。
築
窯
方
式
は
六
世
紀
か
ら
九
世
紀
ま
で
一
貫
し
て
地
下
式
構
造
を
と
る
。

六

世
紀
の
大
型
排
煙
口
溝
付
窯
や
六
世
紀
末
に
半
島
技
術
を
導
入
し
て
創
出
し
た
多
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孔
式
煙
道
溝
付
窯
な
ど
、
特
徴
的
な
窯
構
造
を
生
み
出
し
て
き
た
窯
場
で
あ
る
。
七

世
紀
中
葉
～
後
葉
に
は
陶
邑
で
み
た
地
下
式
直
立
煙
道
窯
が
出
現
し
、
八
世
紀
前
半

に
は
こ
れ
に
統
一
さ
れ
る
。
窯
は
全
体
に
小
型
化
が
顕
著
で
、
窯
体
長
二
・
五
～
五
・

○

メ
ー
ト
ル
、
七
メ
ー
ト
ル
前
後
の
規
模
と
な
る
。
興
味
深
い
の
は
同
一
窯
跡
群
内

に
大
小
の
窯
を
作
り
、
小
型
食
器
や
大
甕
を
あ
る
程
度
焼
き
分
け
て
い
た
［
池
辺
ほ
か

一
九

八

八
、
中
村
ほ
か
一
九
八
九
］
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

　

八
世
紀
後
半
に
は
さ
ら
に
小
型
化
が
進
み
、
窯
体
長
五
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
も
の

が
無
く
な
り
、
こ
れ
以
降
大
甕
生
産
が
途
絶
え
る
と
い
う
［
石
木
二
〇
〇
四
a
］
。
須
恵

器
生

産
は
九
世
紀
初
頭
で
ほ
ぼ
終
焉
を
迎
え
る
が
、
八
世
紀
中
葉
以
降
、
小
型
窯
（
二

～
三
メ
ー
ト
ル
）
で
は
焼
成
部
床
面
傾
斜
が
四
〇
度
以
上
と
な
り
、
床
面
・
側
壁
は

焼
き
締
ま
り
の
弱
い
黄
褐
色
を
呈
す
る
［
石
木
二
〇
〇
四
a
］
。
こ
の
よ
う
な
顕
著
な
小

型
急
傾
斜
化

は
尾
張
猿
投
窯
や
南
加
賀
窯
で
生
産
終
焉
期
の
九
世
紀
末
～
一
〇
世
紀

に
な
っ
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
蓄
熱
よ
り
昇
温
重
視
だ
が
、
小
型
の
た
め
窯
内

温
度
の
ば
ら
つ
き
は
少
な
く
、
作
り
変
え
や
管
理
の
し
や
す
い
低
コ
ス
ト
窯
で
は
な

か
っ

た
か
。
さ
ほ
ど
焼
き
締
め
と
還
元
色
を
得
る
必
要
の
な
い
小
型
食
器
の
生
産
に

は

適

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
消
費
遺
跡
で
も
黄
褐
色
の
須
恵
器
杯
類
が
多
数
出
土
し

て

い
る
。

　
八
世
紀
中
葉
か
ら
九
世
紀
初
の
窯
は
一
〇
〇
基
を
超
え
［
石
木
二
〇
〇
四
b
］
、
一
見

堅
調

な
須
恵
器
生
産
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
一
窯
の
生
産
量
が
少
な
い
小
型

窯
主
体
の
経
営
で
あ
る
。
生
産
は
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
に
急
速
に
衰
退
し
、
九
世

紀
前
葉
に
は
ほ
ぼ
消
滅
す
る
。
こ
れ
は
大
宰
府
の
土
器
編
年
［
中
島
二
〇
〇
五
］
と
も

合
致
す
る
。

　
牛
頸
窯
の
八
世
紀
前
半
に
み
ら
れ
た
窯
の
作
り
分
け
と
製
品
の
焼
き
分
け
は
、
窯

場
で
の

器
種
別
分
業
の
早
い
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
八
世
紀
後
半
に
は
さ
ら
に
焼

成
コ
ス
ト
を
抑
え
、
い
ち
早
く
大
甕
生
産
を
放
棄
、
九
世
紀
前
葉
に
は
須
恵
器
生
産

そ
の
も
の
か
ら
撤
退
し
た
。
こ
れ
は
大
宰
府
や
こ
れ
を
取
り
巻
く
在
地
社
会
が
、
大

甕
を
用
い
た
祭
祀
や
須
恵
器
食
器
（
青
灰
色
焼
締
土
器
）
を
用
い
た
儀
礼
を
必
要
と

し
な
い
社
会
に
移
行
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
須
恵
器
の
生
産
と
大
宰
府

周
辺
の
土
器
組
成
［
中
島
二
〇
〇
五
］
を
見
る
限
り
、
そ
の
変
化
が
畿
内
以
上
に
早
い

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
2
）
尾
張
・
猿
投
窯

　

五
世
紀
半
ば
に
開
窯
し
た
猿
投
窯
（
愛
知
県
名
古
屋
市
・
日
進
市
・
三
好
町
ほ
か
）

は
東
日
本
最
大
規
模
の
窯
跡
群
で
あ
る
。
猿
投
窯
の
蓋
杯
は
六
～
七
世
紀
に
伝
統
を

色
濃
く
残
す
個
性
的
な
型
式
変
化
を
遂
げ
て
い
く
が
、
同
様
に
窯
構
造
や
成
形
技
法

（ロ

ク
ロ
回
転
）
も
保
守
的
な
面
を
も
つ
［
北
野
二
〇
〇
四
、
北
野
ほ
か
二
〇
〇
二
］
。
生

産
は
七
世
紀
後
葉
か
ら
岩
崎
地
区
な
ど
へ
拡
大
し
、
薄
作
り
の
シ
ャ
ー
プ
な
食
器
や

内
面
黄
土
塗
り
の
大
甕
な
ど
、
多
く
の
優
品
が
飛
鳥
へ
供
給
さ
れ
た
［
城
ヶ
谷
二
〇
〇

五
］
。
猿
投
で
は
七
世
紀
後
葉
ま
で
窯
体
長
一
〇
メ
ー
ト
ル
～
＝
ニ
メ
ー
ト
ル
の
大
型

を
維
持
す
る
（
岩
崎
一
七
号
窯
、
丁
子
田
一
号
窯
）
が
、
七
世
紀
末
か
ら
小
型
化
し
、

岩
崎
四
一
号
窯
の
よ
う
な
六
～
七
メ
ー
ト
ル
の
中
型
窯
が
登
場
す
る
。
八
世
紀
前
半

の
資
料
が
少
な
く
、
標
準
的
な
規
模
は
定
か
で
な
い
。

　
尾
張
で
は
こ
の
頃
、
尾
北
（
篠
岡
）
窯
（
愛
知
県
小
牧
市
周
辺
）
で
も
生
産
が
始

ま
り
、
猿
投
窯
を
凌
ぐ
ほ
ど
に
な
る
［
城
ヶ
谷
一
九
九
一
三
。
王
権
と
の
関
わ
り
が
強
い

［城
ヶ
谷
一
九
九
六
］
と
さ
れ
る
尾
北
窯
で
は
一
ニ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
高
蔵
寺
二
・
三
号

窯
を
は
じ
め
大
型
窯
が
多
く
、
宮
都
向
け
の
豊
富
な
器
種
組
成
の
製
品
が
焼
か
れ
た
。

　
猿
投
・
尾
北
の
窯
構
造
は
、
こ
の
時
期
に
列
島
を
席
巻
し
た
床
面
傾
斜
の
緩
い
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

立
煙
道
窯
を
採
用
し
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
古
墳
時
代
以
来
の
細
長
い
焼
成
部

で
直
線
的
な
床
面
傾
斜
の
伝
統
を
残
し
な
が
ら
、
燃
焼
部
床
面
や
焼
成
部
口
の
改
良

な
ど
に
よ
っ
て
高
品
質
生
産
の
要
請
に
応
え
た
［
北
野
二
〇
〇
四
］
。
築
窯
方
式
は
地
下

式
と
み
ら
れ
る
が
概
し
て
浅
い
。

　
八
世
紀
中
葉
～
後
半
に
な
る
と
尾
張
で
は
猿
投
窯
に
集
約
さ
れ
、
窯
体
長
は
六

～
八
メ
ー
ト
ル
で
安
定
す
る
。
寸
胴
型
の
伝
統
を
ひ
き
、
焼
成
部
口
は
や
や
絞
り
こ

む
。
八
世
紀
後
半
に
は
奥
壁
が
直
立
し
、
斜
め
煙
道
を
設
け
る
窯
（
鳴
海
二
八
六
号
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窯
）
が
み
ら
れ
た
。
蓋
杯
は
柱
状
の
重
ね
焼
き
が
発
達
し
、
同
時
に
褐
色
の
製
品
が

目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
、
原
始
灰
紬
と
呼
ば
れ
る
壷
瓶
類
が
示
す
よ
う
に
、

窯
詰
め
や
窯
焚
き
の
工
夫
に
よ
り
意
図
的
に
製
品
を
焼
き
分
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

付
加
価
値
の

高
い
貯
蔵
具
生
産
重
視
へ
戦
略
を
変
え
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。
窯
の
半
地
下
化
・
小
型
化
は
他
の
窯
業
地
と
同
様
に
生
産
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

結
果
で
あ
ろ
う
。
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
頭
に
は
美
濃
須
衛
窯
で
発
達
し
た
燃
焼
部

が
土
坑
状
を
呈
す
る
窯
（
鳴
海
二
六
五
号
窯
、
黒
笹
七
号
窯
）
が
み
ら
れ
、
閉
鎖
的

な
猿
投
窯
の
技
術
に
流
動
化
が
起
こ
っ
て
い
た
。

　
そ

し
て
、
九
世
紀
前
葉
か
ら
は
焼
成
部
が
寸
胴
形
で
最
大
幅
が
手
前
に
あ
る
傾
斜

の

緩
い
窯
が
登
場
す
る
。
燃
焼
部
幅
を
広
げ
、
入
口
は
粘
土
柱
に
よ
っ
て
前
壁
を
支

え
、
燃
料
を
広
く
並
べ
る
方
式
が
と
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
火
前
の
壷
瓶
類
等
に
自

然
粕
・
灰
粕
を
効
果
的
に
溶
か
し
て
焼
く
た
め
の
工
夫
で
は
な
か
っ
た
か
。
九
世
紀

前
葉
～
中
葉
に
は
椀
皿
類
が
自
然
粕
か
ら
人
工
施
紬
［
尾
野
一
九
九
八
］
へ
と
発
展
し
、

灰
粕
陶
器
主
体
の
生
産
へ
と
な
る
。
弘
仁
盗
器
（
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
年
正
月
）
、

尾
張
産
緑
粕
陶
器
の
生
産
が
始
ま
っ
た
の
も
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
尾
張
は
八
世
紀
中
葉
以
降
も
伝
統
的
な
優
品
生
産
を
継
承
し
つ
つ
、
特
産
品
的
な

壷
瓶
類
を
焼
成
し
、
九
世
紀
に
は
新
様
式
食
器
の
中
核
を
な
す
灰
紬
陶
器
、
緑
紬
陶

器
生
産
に
移
行
し
て
固
有
の
焼
物
産
地
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
は
さ
ら
に
東
海
諸
地
域
に
拡
大
し
、
九
世
紀
代
に
は
尾
張
尾
北
窯
、
美
濃
東

濃

（多
治
見
）
窯
・
関
市
北
部
窯
、
三
河
二
川
窯
、
遠
江
宮
口
・
清
ヶ
谷
窯
で
灰
紬

陶
器
生
産
が
始
ま
り
、
一
〇
世
紀
に
は
駿
河
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
緑
粕
陶
器
も

二
川
窯
や
東
濃
窯
に
拡
散
し
て
い
る
。

（
3
）
越
前
・
南
加
賀
窯

　
南
加
賀
窯
（
石
川
県
小
松
市
周
辺
）
は
五
世
紀
末
頃
に
開
窯
し
、
一
〇
世
紀
前
半

ま
で
操
業
す
る
。
六
世
紀
代
は
能
登
半
島
や
東
北
南
部
に
も
製
品
が
供
給
さ
れ
た
日

本
海
域
の
中
核
窯
で
あ
る
。

　
南
加
賀
窯
は
一
貫
し
て
地
下
式
構
造
で
あ
る
［
望
月
一
九
九
一
］
。
六
世
紀
後
葉
～
末

に
は
北
部
九
州
で
発
達
し
た
排
煙
口
に
溝
が
付
設
す
る
大
型
窯
を
採
用
し
、
七
世
紀

中
葉
～
後
葉
に
中
型
の
直
立
煙
道
窯
に
転
換
す
る
。
八
世
紀
前
半
に
は
八
～
九
メ
ー

ト
ル
と
や
や
大
型
化
す
る
。
と
こ
ろ
が
他
の
窯
業
地
と
比
べ
、
八
世
紀
中
葉
～
後
半

の
窯
の
小
型
化
は
顕
著
で
な
い
。
窯
構
造
は
直
立
煙
道
窯
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

床
面
傾
斜
の
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
床
面
に
は
杯
盤
類
半
欠
焼
台
が

多
用
さ
れ
、
蓋
杯
類
の
柱
状
重
ね
焼
き
が
始
ま
る
。
同
時
に
硬
質
に
焼
き
し
ま
っ
た

も
の
が
減
少
し
て
い
く
。
南
加
賀
窯
の
八
世
紀
中
葉
～
後
半
の
窯
構
造
は
、
転
換
よ

り
も
継
続
性
の
側
面
が
強
い
。
そ
の
点
は
、
戸
津
六
〇
号
窯
の
よ
う
な
焼
成
部
全
体

に
甕
等
の
大
型
品
を
置
い
て
い
る
例
や
、
加
賀
の
消
費
遺
跡
で
こ
の
時
期
に
大
甕
の

急
激

な
現
象
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
も
関
連
し
よ
う
。
し
か
し
、
蓋
杯
の
窯
詰
め

や

窯
焚
き
の
変
化
か
ら
す
れ
ば
、
緩
や
か
な
が
ら
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
生
産
を
志
向

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
九
世
紀
前
葉
に
は
焼
成
部
床
面
傾
斜
が
急
で
、
窯
尻
開

口

の

窯
（
戸
津
五
号
窯
）
が
登
場
す
る
。
燃
焼
部
は
土
坑
状
を
な
す
。
九
世
紀
中
葉

か

ら
は
焼
成
部
床
面
傾
斜
が
急
に
な
り
、
前
半
部
が
広
く
膨
ら
み
、
奥
が
先
細
り
と

な
る
（
戸
津
二
九
号
窯
）
。
壷
瓶
類
と
杯
・
椀
皿
類
の
前
後
配
置
が
確
立
し
た
こ
と
が

窺
え
る
。
窯
の
傾
斜
を
増
す
こ
と
は
、
蓄
熱
効
果
を
高
め
で
き
る
だ
け
均
一
な
製
品

を
焼
く
こ
と
よ
り
も
、
焼
成
室
内
の
炎
の
引
き
を
良
く
し
、
窯
詰
め
の
工
夫
に
よ
り

高
温
に
さ
ら
さ
れ
る
火
前
の
大
型
製
品
を
焼
き
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
み
ら
れ

る
。

　

南
加
賀
窯
の
窯
構
造
は
八
世
紀
半
ば
の
変
化
は
明
瞭
で
は
な
い
。
理
由
の
ひ
と
つ

は
堅
調
な
大
甕
生
産
が
物
語
る
在
地
社
会
の
製
品
需
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
急
激
な
効

率
化
を
求
め
な
い
社
会
経
済
状
況
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
陶
邑
や
猿
投
と
同
様

に
窯
詰
め
や
窯
焚
き
の
変
化
は
は
じ
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
窯
構
造
の
変
化
が
明
確

化
す
る
の
は
九
世
紀
前
葉
～
中
葉
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
南
加
賀
窯
の
こ
の

よ
う
な
保
守
的
な
性
格
は
窯
場
の
動
態
に
も
あ
ら
わ
れ
る
。
北
陸
各
地
の
窯
場
で
は

八
世
紀
中
葉
を
境
に
、
そ
れ
ま
で
の
中
核
的
な
支
群
が
生
産
を
停
止
し
、
移
動
・
拡

260



北野博司［律令国家転換期の須恵器窯業］

散
す
る
現
象
が
み
ら
れ
た
［
北
陸
古
代
土
器
研
一
九
九
四
］
。
そ
の
中
で
南
加
賀
窯
は
目

立

つ
変
化
を
示
さ
ず
、
逆
に
八
世
紀
末
頃
～
九
世
紀
前
葉
頃
に
戸
津
オ
オ
ダ
ニ
地
区

へ
の
集
約
化
の
動
き
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

（
4
）
小
結

　

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
列
島
の
大
規
模
窯
業
地
で
は
、
い
ず
れ
も
入
世

紀
中
葉
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
生
産
の
画
期
を
む
か
え
て
い
た
。
七
世
紀
後
半
か
ら

高
ま
っ
て
き
た
大
甕
需
要
と
製
品
の
品
質
重
視
志
向
が
相
対
的
に
弱
ま
り
、
こ
れ
に

付
随

し
て
生
産
者
側
が
経
済
性
を
優
先
し
、
技
術
改
良
を
は
か
っ
て
い
っ
た
結
果
と

解
釈
さ
れ
る
。
八
世
紀
末
～
九
世
紀
前
葉
の
変
化
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
延
長
上
に
起

こ
っ
た
出
来
事
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
入
世
紀
後
半
以
降
の
対
応
の
あ
り
方
は
窯
場
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。

生
産
の
効
率
化
が
顕
著
で
、
九
世
紀
に
大
甕
や
須
恵
器
生
産
が
衰
退
し
た
牛
頸
窯
と

陶
邑
窯
、
生
産
の
効
率
化
を
は
か
る
と
同
時
に
、
貯
蔵
具
等
の
優
品
生
産
を
発
展
さ

せ
、
食
器
も
含
め
た
ブ
ラ
ン
ド
的
価
値
を
形
成
し
て
い
っ
た
猿
投
窯
、
そ
し
て
、
緩

や
か
に

変
容
し
つ
つ
も
比
較
的
順
調
な
生
産
活
動
を
展
開
し
た
南
加
賀
窯
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
生
産
地
に
よ
る
顕
著
な
戦
略
の
違
い
を
生
み
出
し
た
背
景
に
は
、
大

消
費
地
で
あ
る
都
城
と
そ
の
出
先
機
関
、
お
よ
び
そ
の
近
郊
の
都
市
社
会
を
背
景
と

す
る
窯
場
、
王
権
へ
の
貢
納
生
産
の
伝
統
を
ひ
き
つ
つ
潜
在
的
な
技
術
力
で
付
加
価

値
の
高
い
製
品
を
う
み
だ
し
て
い
っ
た
窯
場
、
豪
族
層
に
よ
る
伝
統
的
支
配
が
色
濃

い
地
域
社
会
を
背
景
と
す
る
窯
場
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
政
治
・
社
会
・
経
済
事

情
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
三
大
須
恵
器
窯
業
地
と
南
加
賀
窯
で
み
た
そ
れ

ぞ
れ
の
戦
略

は
、
列
島
規
模
で
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。
も
う
す
こ
し
広
範
囲

に
八
世
紀
中
葉
の
画
期
を
追
っ
て
み
た
い
。

④
列
島
各
地
の
転
換
期
窯
業

　

こ
こ
で
は
列
島
東
西
の
窯
業
地
を
広
く
概
観
し
、
窯
構
造
の
地
域
色
を
み
て
い
く
。

指
標
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
窯
造
り
に
お
け
る
天
井
構
築
方
法
で
あ
る
。
地
下
式
、

半
地
下
式
（
天
井
架
構
式
）
の
二
種
の
築
窯
方
式
は
韓
半
島
で
は
す
で
に
四
世
紀
代

に
存
在
し
、
陶
邑
の
五
世
紀
代
は
地
下
式
志
向
と
は
い
え
、
半
地
下
式
も
存
在
し
て

い
る
［
藤
原
一
九
九
九
］
。
築
窯
方
式
と
窯
の
規
模
は
地
質
条
件
の
ほ
か
、
製
品
戦
略
（
生

産
器
種
、
窯
焚
き
（
焼
き
締
め
）
、
窯
詰
め
）
や
技
術
伝
統
、
経
営
規
模
な
ど
に
よ
っ

て

決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
窯
の
性
能
と
し
て
い
く
つ
か
の
特
性
が
指
摘
さ

れ
て

い
る
［
窯
跡
研
究
会
二
〇
〇
五
］
。

　
窯
の
維
持
管
理
、
す
な
わ
ち
窯
体
の
改
修
や
天
井
・
壁
の
補
修
は
一
般
に
地
下
式

は
難
し
く
、
半
地
下
式
は
易
し
い
。
熱
の
伝
導
性
・
蓄
熱
性
・
コ
ス
ト
の
関
係
は
、

周
囲
を
厚
く
土
で
覆
わ
れ
た
地
下
式
で
は
温
ま
り
に
く
く
、
冷
め
に
く
い
の
で
コ
ス

ト
は
か
か
る
が
蓄
熱
性
が
良
く
、
逆
に
空
気
に
近
い
地
上
式
で
は
蓄
熱
性
は
良
く
な

い

が
、
温
ま
り
や
す
い
（
冷
め
や
す
い
）
の
で
昇
温
コ
ス
ト
は
低
い
と
い
う
特
性
を

も
つ
。

　
藤
原
学
氏
は
、
韓
国
忠
北
三
龍
里
・
山
水
里
窯
跡
で
の
大
型
地
下
式
窯
と
小
型
半

地
下
式
窯
の
使
い
分
け
や
害
窯
の
一
般
的
特
性
を
踏
ま
え
、
焼
き
締
め
を
強
く
す
る

に
は
、
（
コ
ス
ト
は
か
か
る
が
）
地
下
式
の
大
型
窯
が
良
く
、
し
か
し
軟
質
で
い
い
な

ら
燃
料
効
率
か
ら
み
て
も
小
型
窯
が
ふ
さ
わ
し
い
、
と
す
る
［
藤
原
二
〇
〇
四
］
。
ま
た
、

大
型
窯
で
は
架
設
天
井
を
維
持
す
る
の
が
難
し
く
、
小
型
窯
は
天
井
が
架
設
し
や
す

い

と
し
、
八
世
紀
以
降
の
窯
の
小
型
化
は
、
大
甕
生
産
の
衰
退
や
小
型
器
種
主
体
の

生
産
が
そ
れ
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
た
［
藤
原
二
〇
〇
四
］
。
こ
の
点
は
、
筆

者
も
先
に
五
～
一
〇
世
紀
の
窯
詰
め
方
式
や
製
品
の
焼
き
締
ま
り
か
ら
、
窯
構
造
と

製
品
戦
略
が
列
島
規
模
で
連
動
し
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、
八
世
紀
中
葉
を

画
期
と
す
る
窯
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
、
生
産
コ
ス
ト
と
い
う
経
済
・
技
術
面
だ
け
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図6　転換期の窯構造と窯詰めモデル

で

な
く
、
西
日
本
に
お
け
る
大
甕
需
要
の
衰
退
と
そ
れ
を
う
な
が
し
た
伝
統
的
在
地

共

同
体
の
解
体
、
中
品
質
食
器
類
へ
の
転
換
な
ど
、
消
費
者
側
の
社
会
構
造
の
変
化
、

宗
教
・
精
神
面
か
ら
も
評
価
し
た
こ
と
が
あ
る
［
北
野
二
〇
〇
四
］
。
そ
し
て
、
こ
の
時

期
は
地
域
窯
業
の
多
様
性
、
す
な
わ
ち
製
品
戦
略
に
列
島
の
東
西
差
や
窯
場
毎
の
地

域
色
が
明
瞭
に
な
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
以
下
で
は
各
地
の
天
井
架
構
方
式
や
窯
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

規
模
な
ど
主
に
技
術
面
か
ら
こ
の
点
を
検
証
し
て
み
た
い
。

（
1
）
九
州

　
須
恵
器
生

産
が
盛
ん
な
九
州
島
の
北
・
西
部
、
玄
界
灘
か
ら
有
明
海
・
八
代
海
に

面
す
る
筑
前
・
筑
後
・
肥
後
で
は
六
世
紀
末
～
七
世
紀
初
頭
に
地
下
式
大
型
窯
を
導

入

し
、
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
前
半
に
は
地
下
式
直
立
煙
道
窯
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
の
地
域
で
は
、
筑
前
の
福
岡
県
牛
頸
窯
を
は
じ
め
、
筑
前
東
部
窯
跡
群
、
筑
後
の

八
女
窯
跡
群
、
肥
後
の
荒
尾
窯
跡
群
、
球
磨
窯
跡
群
な
ど
、
八
世
紀
後
半
以
降
も
こ

の
窯
形
式
を
継
承
し
、
さ
ら
に
薩
摩
の
岡
野
窯
跡
群
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
［
石
木
二

〇

〇

四

a
］
。
窯
の
規
模
は
概
し
て
小
型
で
あ
る
。
肥
後
で
は
九
世
紀
初
頭
ま
で
活
発

な
須
恵
器
生
産
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
色
豊
か
な
長
頸
瓶
や
甕
類
を
生
産
し
た
。
九

世
紀
前
葉
以
降
は
小
型
食
器
の
酸
化
焼
成
品
の
割
合
が
増
え
、
還
元
品
は
衰
退
し
て

い

く
。
し
か
し
、
叩
き
成
形
の
長
胴
瓶
や
大
甕
と
い
っ
た
貯
蔵
具
の
生
産
は
続
き
、

福

岡
県
牛
頸
石
坂
E
二
号
窯
や
鹿
児
島
県
中
岳
山
麓
窯
、
宮
崎
県
下
村
窯
、
佐
賀
県

牧
窯
な
ど
九
州
各
地
に
影
響
を
与
え
て
い
る
［
網
田
二
〇
〇
三
］
。

　
豊

前
で
は
六
世
紀
後
半
～
七
世
紀
前
半
に
福
岡
県
天
観
寺
窯
跡
群
の
よ
う
に
地
下

式
大
型
窯
が
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
県
境
に
あ
る
福
岡
県
山
田
東
窯
跡
や
大
分
県

伊
藤
田
窯
跡
群
で
は
七
世
紀
～
八
世
紀
前
半
に
半
地
下
式
窯
が
築
か
れ
て
お
り
、
後

述

す
る
四
国
瀬
戸
内
地
域
と
の
共
通
性
が
強
い
。
豊
後
で
は
八
世
紀
後
半
の
大
分
県

松
岡
窯
跡
群
が
半
地
下
式
で
あ
り
、
日
向
で
も
九
～
一
〇
世
紀
の
苺
田
窯
跡
群
や
下

村
窯
跡
群
が
半
地
下
式
で
あ
る
。
松
岡
窯
跡
群
の
調
査
さ
れ
た
四
基
は
窯
体
長
が
五

～
六
メ
ー
ト
ル
代
で
、
畿
内
・
瀬
戸
内
で
み
ら
れ
る
典
型
的
な
D
形
式
窯
で
あ
る
。
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大
分
県
か
ら
宮
崎
県
に
か
け
て
の
九
州
東
部
で
は
半
地
下
式
窯
の
分
布
が
顕
著
で
あ

り
［
石
木
二
〇
〇
四
a
］
、
八
世
紀
後
半
以
降
に
須
恵
器
生
産
が
急
速
に
衰
退
し
た
形
跡

は
な
い
。

　
九

州
の
東
・
南
・
西
に
は
牛
頸
窯
や
大
宰
府
と
は
違
っ
て
九
世
紀
に
入
っ
て
も
須

恵
器
の
生
産
・
消
費
が
比
較
的
残
る
社
会
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
九
世
紀
前
葉
以
降

は
肥
後
で
み
た
よ
う
に
長
胴
壷
や
甕
類
主
体
の
生
産
に
傾
斜
し
、
須
恵
器
の
小
型
食

器

を
多
数
使
用
す
る
古
代
前
半
期
の
あ
り
方
と
は
違
い
が
明
瞭
と
な
っ
た
。
窯
構
造

で

は
西
に
牛
頸
窯
と
共
通
す
る
地
下
式
、
東
に
瀬
戸
内
地
域
と
共
通
す
る
半
地
下
式

の

二

つ
の
技
術
圏
が
存
在
し
た
。

（2
）
中
国
地
方
（
瀬
戸
内
海
側
）

　
備
前
・
備
中
・
備
後
・
安
芸
は
七
世
紀
か
ら
地
下
式
窯
が
卓
越
し
、
備
後
・
安
芸

で
は

広
島
県
御
調
窯
跡
群
や
高
宮
窯
跡
群
（
矢
賀
迫
窯
跡
群
、
明
蓮
窯
）
の
よ
う
に

七
世
紀
後
葉
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
中
・
小
型
の
地
下
式
直
立
煙
道
窯
が
採
用
さ

れ
、
そ
の
後
も
地
下
式
の
ま
ま
中
世
窯
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
［
武
田
一
九
九
九
］
。
備

前
は
延
喜
式
調
納
国
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
核
を
な
す
東
部
の
邑
久
窯
跡
群
の

窯
構
造
の
実
態
が
不
明
で
あ
る
。
焼
成
が
八
世
紀
後
半
か
ら
あ
ま
く
な
る
こ
と
が
指

摘
［
武
田
一
九
九
九
U
さ
れ
て
お
り
、
窯
構
造
や
製
品
戦
略
に
な
ん
ら
か
の
変
化
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
西
部
で
は
鐘
鋳
場
窯
跡
群
で
九
世
紀
に
半
地
下
式
窯
が
み

ら
れ
た
。
備
中
で
は
八
世
紀
後
半
か
ら
須
恵
器
生
産
が
衰
退
す
る
［
武
田
一
九
九
二
］
。

防
長
の
山
口
県
陶
窯
跡
群
で
は
八
世
紀
前
半
に
地
下
式
直
立
煙
道
窯
が
あ
り
、
八
世

紀
半
ば
か

ら
窯
の
小
型
化
、
半
地
下
式
窯
の
採
用
が
み
ら
れ
る
［
磯
部
二
〇
〇
四
］
。
日

本
海
側
で
は
長
門
市
末
原
窯
跡
群
に
九
世
紀
前
半
の
地
下
式
直
立
煙
道
窯
が
あ
る
。

　
中
国
地
方
西
部
は
八
世
紀
後
半
以
降
も
地
下
式
窯
が
卓
越
す
る
備
後
・
安
芸
と
、

一
部
窯
跡
群
で
半
地
下
式
を
選
択
し
た
周
防
や
備
前
西
部
、
須
恵
器
そ
の
も
の
が
急

速

に
衰
退
し
て
い
っ
た
備
中
、
貢
納
品
生
産
地
で
あ
り
九
世
紀
以
降
も
生
産
を
継
続

し
た
備
前
東
部
な
ど
、
複
雑
な
地
域
様
相
を
示
し
て
い
る
。

（
3
）
四
国

　

讃
岐
・
伊
予
・
阿
波
・
土
佐
と
も
八
世
紀
後
半
以
降
、
半
地
下
式
窯
が
卓
越
す
る
。

讃
岐
は
延
喜
式
貢
納
国
で
あ
り
、
藤
原
宮
造
営
瓦
を
焼
い
た
宗
吉
瓦
窯
が
存
在
す
る
。

讃
岐
の
七
世
紀
～
八
世
紀
初
頭
の
窯
は
地
下
式
で
あ
っ
た
が
、
八
世
紀
前
葉
か
ら
国

衙

に
近
い
十
瓶
山
窯
に
生
産
地
の
一
元
化
が
は
じ
ま
り
、
そ
こ
で
は
半
地
下
式
窯
が

採
用
さ
れ
た
［
佐
藤
一
九
九
九
］
。
以
後
、
四
国
最
大
の
窯
場
と
し
て
九
世
紀
後
葉
か
ら

一
〇
世
紀
前
葉
に
生
産
規
模
を
拡
大
、
小
型
有
林
式
や
煙
管
式
と
い
う
食
器
類
に
特

化

し
た
新
式
小
型
窯
を
導
入
し
、
甕
壷
用
の
害
窯
と
の
併
用
が
行
わ
れ
た
。
八
世
紀

後
半
の
窯
の
小
型
化
は
不
明
瞭
で
、
九
世
紀
に
も
前
代
の
伝
統
を
残
す
［
池
澤
二
〇
〇

四

b
］
。
播
磨
に
く
ら
べ
地
上
化
が
顕
著
で
な
い
点
や
比
較
的
規
模
の
大
き
な
窯
が
あ

る
の
は
甕
生
産
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
伊
予
で
は
砥
部
窯
跡
群
な
ど
、
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
後
半
ま
で
半
地
下
式
窯
が

主
体
を
し
め
、
八
世
紀
後
半
の
千
足
一
号
窯
で
は
D
形
式
窯
が
み
ら
れ
た
。
阿
波
や

土
佐
も
調
査
例
は
少
な
い
が
、
八
世
紀
後
半
以
降
、
半
地
下
式
窯
の
存
在
が
知
ら
れ

る
［
池
澤
二
〇
〇
四
b
］
。
た
だ
し
、
土
佐
で
は
九
世
紀
に
入
る
と
須
恵
器
は
減
少
し
、

後
半
に

は
見
ら
れ
な
く
な
る
［
池
澤
二
〇
〇
四
a
］
。

　
四

国
の
瀬
戸
内
側
は
七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
前
半
の
地
下
式
直
立
煙
道
窯
の
採
用

が
不
明
確
で
、
代
わ
り
に
半
地
下
式
窯
が
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
た
。
八
世
紀
後
半
以

降
も
半
地
下
式
窯
に
よ
る
須
恵
器
生
産
が
活
発
で
、
後
述
す
る
播
磨
と
共
通
し
た
動

き
を
み
せ
て
い
る
。

（
4
）
近
畿
西
部

　
東
摂
津
は
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
ま
で
一
貫
し
て
半
地
下
式
窯
で
あ
っ
た
［
藤
原
ほ

か
一
九
九
九
］
。
そ
の
要
因
に
は
脆
弱
な
基
盤
層
を
な
す
地
質
的
要
因
が
指
摘
さ
れ
て

い

る
。
西
摂
津
で
は
六
世
紀
末
～
七
世
紀
初
頭
に
地
下
式
大
型
窯
（
三
田
市
平
方
三

号
窯
）
が
一
時
存
在
し
た
が
、
す
ぐ
に
半
地
下
式
（
同
一
・
二
号
窯
）
に
転
換
し
、
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そ
の
後
、
半
地
下
式
窯
が
一
般
化
し
た
［
藤
原
ほ
か
一
九
九
九
、
森
内
ほ
か
二
〇
〇
四
］
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
播
磨
で
は
七
世
紀
か
ら
一
貫
し
て
半
地
下
式
窯
が
築
か
れ
、
八
世
紀
後
半
に
は
寸

胴
形
か

ら
燃
焼
部
口
に
最
大
幅
を
も
つ
形
式
が
出
現
し
た
［
牛
谷
一
九
九
九
、
森
内
ほ

か

二

〇
〇
四
］
。
窯
体
の
小
型
化
は
顕
著
で
な
く
、
規
模
や
窯
数
か
ら
は
活
発
な
須
恵

器
生

産
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
讃
岐
と
類
似
す
る
。
し
か
し
、
燃
焼
部

口

の
大
き
い
D
形
式
窯
や
九
世
紀
か
ら
の
地
上
窯
へ
の
傾
斜
［
森
内
二
〇
〇
四
］
は
、

陶
邑
窯
で
み
た
動
き
に
も
通
じ
、
小
型
品
主
力
生
産
に
お
い
て
燃
焼
効
率
を
追
及
し

た
結
果
と
推
察
さ
れ
る
。
志
方
窯
な
ど
、
播
磨
の
製
品
は
精
良
な
胎
土
で
成
形
の

シ
ャ
ー
プ
な
優
品
が
多
く
作
ら
れ
た
。

　
淡
路
で
も
七
世
紀
後
葉
に
半
地
下
式
窯
が
存
在
す
る
。
陶
邑
窯
も
含
め
た
瀬
戸
内

東
部
～
九
州
東
部
に
は
七
世
紀
代
か
ら
半
地
下
式
窯
を
共
有
す
る
技
術
圏
が
あ
り
、

そ
れ
は
八
世
紀
後
半
以
降
に
も
基
本
的
に
は
引
き
継
が
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
を

画
期
と
し
て
、
須
恵
器
生
産
が
衰
退
し
た
和
泉
や
備
中
、
土
佐
な
ど
に
対
し
て
、
生

産

技
術
を
変
容
さ
せ
な
が
ら
発
展
し
て
い
っ
た
播
磨
や
讃
岐
、
と
い
っ
た
地
域
色
が

明
瞭
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
九
世
紀
後
半
～
末
頃
に
な
る
と
食
器
は
軟
質
・
白
色
化

し
て
お
り
、
土
師
器
と
対
で
用
い
ら
れ
た
古
代
前
半
期
の
そ
れ
と
は
や
や
性
格
を
異

に

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）
北
陸
か
ら
東
北
日
本
海
側

　
北
陸
で
は
越
前
・
加
賀
・
越
中
で
六
世
紀
末
～
七
世
紀
初
頭
に
地
下
式
の
排
煙
部

溝
持
ち
大
型
窯
が
出
現
し
た
［
望
月
一
九
九
一
三
。
そ
し
て
、
七
世
紀
後
半
か
ら
は
越
前

～
越
後
、
信
濃
北
部
（
北
信
）
ま
で
広
く
地
下
式
直
立
煙
道
窯
が
採
用
さ
れ
た
。
そ

の

中
で
越
中
の
射
水
窯
が
七
世
紀
前
半
か
ら
、
越
後
や
北
信
で
も
八
世
紀
初
頭
～
前

葉

に
は
半
地
下
式
に
転
換
す
る
な
ど
、
北
陸
北
東
部
で
は
半
地
下
式
へ
の
動
き
が
早

か
っ
た
。
射
水
窯
で
は
直
立
煙
道
窯
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
。

　
北

陸
南
西
部
で
は
南
加
賀
窯
を
除
き
、
や
や
遅
れ
て
半
地
下
式
に
移
行
し
た
。
越

前
の
動
向
は
不
明
確
な
が
ら
、
王
子
保
窯
で
八
世
紀
前
半
に
半
地
下
式
窯
が
確
認
で

き
る
。
加
賀
の
能
美
窯
で
は
八
世
紀
末
か
ら
、
末
窯
で
は
八
世
紀
後
半
か
ら
、
能
登

の

高
松
・
鳥
屋
窯
で
は
八
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
半
地
下
式
に
転
換
す
る
。
北
陸
の

須
恵
器
生
産
は
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
衰
退
す
る
こ
と
な
く
、
活
発
化
し
、

大
甕
生
産
も
継
続
す
る
。
そ
れ
を
反
映
し
て
か
、
射
水
窯
（
小
杉
町
流
団
馳
一
八
窯
）

を
除
き
、
窯
構
造
の
変
化
は
比
較
的
緩
や
か
で
、
小
型
化
と
床
面
傾
斜
の
増
加
は
漸

移
的
で
あ
る
。

　
東
北
日
本
海
側
の
出
羽
（
庄
内
・
秋
田
）
で
は
入
世
紀
後
半
に
窯
場
が
成
立
し
た
。

山
形
県
で
は
内
陸
の
置
賜
で
七
世
紀
後
葉
～
八
世
紀
初
頭
に
地
下
式
直
立
煙
道
窯
が

存
在
し
た
が
、
八
世
紀
後
半
か
ら
は
す
べ
て
半
地
下
式
と
な
る
。
村
山
の
平
野
山
窯

跡
群
で

は
九
世
紀
に
入
る
と
杯
類
の
焼
成
が
あ
ま
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
秋
田
県
で

も
内
陸
で
入
世
紀
中
葉
～
後
半
の
竹
原
窯
S
J
O
五
f
を
除
き
、
半
地
下
式
窯
が
用

い

ら
れ
た
。
九
世
紀
後
葉
に
な
っ
て
成
立
し
た
列
島
北
端
の
津
軽
五
所
川
原
窯
も
半

地
下
式
で
寸
胴
な
い
し
は
燃
焼
部
幅
の
広
い
特
徴
を
も
つ
。
そ
の
平
面
形
態
は
佐
渡

の

小
泊
窯
や
出
羽
沿
岸
部
の
窯
と
共
通
性
が
み
ら
れ
た
。
な
お
、
九
世
紀
中
葉
に
成

立

し
た
小
泊
窯
は
越
後
の
み
な
ら
ず
、
出
羽
庄
内
や
越
中
の
一
部
に
も
供
給
し
て
お

り
、
海
上
交
通
の
発
達
と
新
た
な
経
済
圏
へ
の
成
長
が
窺
え
る
。

　
北
陸
以
北
の
日
本
海
側
は
入
世
紀
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
須
恵
器
生
産
を
発

展

さ
せ
な
が
ら
半
地
下
式
の
技
術
圏
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
広
範
な
共
通
性
と
、

一
貫
し
て
地
下
式
の
伝
統
を
保
っ
た
南
加
賀
窯
の
独
自
性
は
自
然
的
要
因
だ
け
で
は

説
明
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

（
6
）
関
東

　
武
蔵
の
南
比
企
窯
・
南
多
摩
窯
や
常
陸
の
木
葉
下
窯
で
は
七
世
紀
末
～
八
世
紀
前

半
に
地
下
式
直
立
煙
道
窯
が
採
用
さ
れ
た
。
常
陸
の
諸
窯
で
は
八
世
紀
後
半
以
降
も

そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
。
南
比
企
窯
は
七
世
紀
中
葉
に
舞
台
窯
の
よ
う
な
半
地
下
式

が
み

ら
れ
た
が
、
地
下
式
の
伝
統
を
根
強
く
継
承
し
た
。
し
か
し
武
蔵
の
四
大
窯
跡

群

で

は
そ
の
後
、
時
期
差
を
も
ち
つ
つ
九
世
紀
前
葉
～
末
に
半
地
下
式
窯
に
転
換
し
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て

い

く
。
八
世
紀
後
半
で
の
窯
の
小
型
化
は
不
明
瞭
で
、
顕
著
と
な
る
の
は
九
世
紀

後
半
か
ら
で
あ
る
。

　

上
野
は

地
下
式
直
立
煙
道
窯
が
卓
越
す
る
地
域
で
あ
る
。
東
毛
の
舞
台
・
光
仙
坊

窯
で
は
八
世
紀
末
～
九
世
紀
前
半
に
平
地
式
の
小
型
地
下
式
窯
が
築
か
れ
た
。
同
じ

頃
、
西
毛
の
秋
間
窯
二
反
田
遺
跡
で
も
小
型
地
下
式
の
直
立
煙
道
窯
が
築
か
れ
、
主

に
小
型
の
食
器
が
焼
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
小
規
模
窯
を
連
続
的
に
作
り
変
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
抑
え
る
操
業
形
態
の
登
場
は
、
こ
の
頃
の
生
産
戦
略
に
大
き

な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
甕
等
を
焼
く
中
型
窯
と
の
併
用
は

地
形

的
条
件
を
踏
ま
え
、
品
質
よ
り
も
生
産
性
を
重
視
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
上
野

か

ら
武
蔵
に
か
け
て
展
開
す
る
小
型
窯
の
燃
焼
部
に
は
石
を
用
い
る
例
が
多
い
。
上

野
北
部
の
月
夜
野
窯
で
八
世
紀
後
半
に
小
型
の
半
地
下
式
窯
が
築
か
れ
て
い
る
。
下

野
で

は
八
世
紀
後
半
の
宇
都
宮
窯
、
九
世
紀
以
降
の
益
子
窯
や
岡
窯
に
半
地
下
式
窯

が
あ
る
。

　
上
野

と
対
照
的
な
の
が
、
上
総
で
あ
る
。
八
世
紀
前
葉
に
は
地
下
式
窯
が
あ
っ
た

が
、
八
世
紀
後
半
に
は
南
河
原
坂
窯
や
永
田
不
入
窯
で
半
地
下
式
窯
が
出
現
し
、
九

世
紀
初
頭
に
は
統
一
さ
れ
る
［
倉
田
ほ
か
二
〇
〇
四
］
。
南
河
原
坂
窯
の
細
長
い
斜
め
煙

道
は
猿
投
窯
と
の
関
係
も
示
唆
す
る
が
、
む
し
ろ
独
自
色
の
強
い
も
の
だ
ろ
う
。
八

世
紀
末
～
九
世
紀
前
半
に
は
石
川
窯
や
下
総
の
吉
川
窯
で
も
半
地
下
式
窯
が
み
ら
れ

た
。　

関
東
で
は
須
恵
器
生
産
が
八
世
紀
後
半
に
衰
退
し
た
形
跡
は
あ
ま
り
無
い
。
築
窯

方
式
の
選
択
性
で
は
、
常
陸
や
上
野
、
武
蔵
で
地
下
式
の
伝
統
が
強
く
、
上
総
・
下

総

は
半
地
下
式
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
。
上
野
は
八
世
紀
末
頃
か
ら
生
産
効

率
の
良
い
経
営
形
態
が
い
ち
は
や
く
登
場
し
、
害
窯
適
地
と
な
る
丘
陵
を
有
し
て
い

た
武
蔵
で
も
、
九
世
紀
に
入
る
と
半
地
下
式
の
採
用
が
始
ま
り
、
後
半
～
末
に
小
型

化
が
進
行
し
て
い
っ
た
。

（
7
）
東
北
太
平
洋
側

　

陸
奥
で
は
七
世
紀
中
葉
～
八
世
紀
前
葉
に
各
地
で
直
立
煙
道
窯
が
採
用
さ
れ
た
。

宮
城
県
須
衛
窯
や
春
日
大
沢
窯
跡
群
で
は
八
世
紀
後
半
か
ら
半
地
下
式
窯
が
利
用
さ

れ

た
。
福
島
県
浜
通
り
の
相
馬
・
い
わ
き
で
は
地
下
式
の
伝
統
が
強
か
っ
た
が
、
九

世
紀
末
に
は
猪
倉
B
二
号
窯
や
折
木
窯
な
ど
小
型
の
半
地
下
式
窯
が
登
場
す
る
。
中

通

り
で
は
八
世
紀
中
葉
の
広
網
遺
跡
で
平
地
に
小
型
の
地
下
式
窯
が
築
か
れ
た
。
八

世
紀
後
半

に
な
る
と
半
地
下
式
の
瓦
窯
が
多
数
作
ら
れ
、
大
久
保
A
遺
跡
の
須
恵
器

窯
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
会
津
で
は
萩
の
窪
窯
の
九
世
紀
前
半
、
大
戸
窯
は
最
終

段
階
の
九
世
紀
後
葉
～
末
に
半
地
下
式
窯
が
み
ら
れ
る
。
岩
手
県
瀬
谷
子
窯
跡
は
成

立
期
の
九
世
紀
前
半
か
ら
↓
○
世
紀
初
頭
に
か
け
て
半
地
下
式
窯
が
使
わ
れ
た
。

　
東
北
太
平
洋
側
で
は
遅
速
は
あ
る
が
、
大
き
く
み
れ
ば
八
世
紀
後
半
に
地
下
式
か

ら
半
地
下
式
へ
転
換
し
て
い
く
地
域
で
あ
り
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
浜
通
り
の
諸
窯
と

会
津
大
戸
窯
が
地
下
式
の
伝
統
の
強
い
地
域
と
い
え
る
。
須
衛
窯
で
は
九
世
紀
後
半

か

ら
一
部
地
下
式
と
な
る
が
こ
れ
は
窯
の
小
型
化
・
急
傾
斜
化
に
対
応
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
陸
奥
で
も
出
羽
と
同
様
に
八
世
紀
後
半
に
須
恵
器
窯
は
数
を
増
し
、
生
産

は
活
発
化
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
杯
類
の
柱
状
重
ね
焼
き
は
八
世
紀
後
葉
に
は

始
ま
っ
て
お
り
、
半
地
下
式
の
採
用
と
あ
わ
せ
た
経
済
性
志
向
は
看
取
で
き
る
。
生

産
の
衰
退
が
顕
著
と
な
る
の
は
九
世
紀
末
～
一
〇
世
紀
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
8
）
小
結

　

こ
こ
で
は
す
べ
て
の
地
域
を
取
り
上
げ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
列
島
の
須
恵
器
窯

業
が
八
世
紀
後
半
に
共
通
し
た
動
き
を
み
せ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
は

八
世
紀
前
半
に
比
べ
経
済
性
を
優
先
す
る
と
い
う
生
産
戦
略
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
そ
の
技
術
的
対
応
は
地
域
や
個
々
の
窯
場
で
多
様
な
あ
り
方
を
み
せ
、
窯
構
造

や
窯
詰
め
、
窯
焚
き
の
変
化
か
ら
は
達
成
度
に
も
差
が
認
め
ら
れ
る
。

　
築
窯
形
態
で
は
、
東
部
瀬
戸
内
海
と
東
九
州
で
の
半
地
下
式
窯
の
卓
越
や
、
や
や

265



町
め

揖
卜
O
O
N
継
誌
↑
搬

胆
聯
駅
庵
麗
碁
避
箪
出
取
圏
問
圃

！

地丁式

　
ン
ベ
ノ

ト
式
」

’ヘソ

　　　地下式卓
地下式

　　　’⑱4
　，、

　　　　半地下
　　　　卜」
　　㌣ノ

半地’下式？

　　　　　卍

億

　　　播磨
空⇔　　　　　摂津

髄

半

半地下

　　　　　　　　　　　　陶邑　　猿投

　　　　　生駒西麓窯
　　　　2　木津・加茂窯
　　　　3　松井・交野ヶ原窯
　　　　4　篠窯

図7　転換期窯業の築窯方式と技術圏・土器消費圏

レ犬
榔

’も0　　　　　　　　　　200㎞

⇔ON



北野博司［律令国家転換期の須恵器窯業］

時
期
は
下
る
が
佐
渡
か
ら
庄
内
、
秋
田
、
津
軽
と
い
っ
た
北
東
日
本
海
沿
岸
部
の
類

似
性
が
注

目
さ
れ
る
。
前
者
は
す
で
に
七
世
紀
代
の
築
窯
形
態
に
遡
る
が
、
八
世
紀

後
半
～
九
世
紀
に
海
を
媒
介
に
し
た
よ
り
広
域
の
技
術
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
く
か
の

よ
う
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
難
波
方
面
か
ら
の
海
上
交
通
に
よ
る
窯
業
製
品
の
大

量
流
入
、
す
な
わ
ち
讃
岐
や
播
磨
、
備
前
産
須
恵
器
［
川
越
ほ
か
一
九
九
九
］
、
下
川
津

遺
跡

な
ど
の
讃
岐
産
土
師
器
の
平
城
宮
へ
の
輸
送
と
い
う
流
通
経
済
の
発
達
［
松
原

二

〇
〇
〇
］
を
契
機
と
し
た
相
互
の
情
報
交
換
・
技
術
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
須
恵
器
生
産
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
九
世
紀
前
葉
ま
で
伝
統
的
な
形
で
維
持
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
大
き
く
分
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
つ
は
須
恵
器
生
産

か

ら
い
ち
は
や
く
離
脱
し
て
い
っ
た
都
城
や
大
宰
府
周
辺
の
窯
場
で
あ
り
、
背
後
に

は
国
産
・
輸
入
陶
磁
器
を
含
む
多
様
な
焼
物
複
合
を
も
っ
た
都
市
的
、
貴
族
的
社
会

が
あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
播
磨
や
讃
岐
の
よ
う
に
器
種
を
小
型
食
器
と
特
定
の
貯
蔵
・
調
理

具

に
集
約
し
、
地
上
式
窯
を
採
用
し
た
り
、
小
型
窯
で
食
器
を
焼
き
分
け
る
な
ど
、

一
〇

世
紀
以

降
も
生
産
を
継
続
し
て
い
っ
た
窯
場
で
あ
る
。
都
市
的
な
経
済
圏
、
瀬

戸
内
海
海
運
な
ど
流
通
経
済
の
発
達
し
た
環
境
が
背
後
に
あ
っ
て
成
立
し
え
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
～
南
九
州
は
食
器
生
産
の
あ
り
方
は
異
な
る
が
、
須
恵
器

が
特
定
の
貯
蔵
具
に
収
敏
し
て
い
く
点
は
共
通
す
る
。
こ
れ
ら
は
西
日
本
の
須
恵
器

系
中
世
陶
器
窯
が
成
立
す
る
世
界
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
須
恵
器
が
焼
物
と
し
て
の
実

用
的
機
能
を
高
め
る
方
向
に
進
ん
で
い
っ
た
と
い
え
る
。

　
尾
張

を
含
む
美
濃
、
三
河
な
ど
東
海
地
域
は
、
灰
粕
・
緑
粕
陶
器
生
産
を
発
展
さ

せ
、
九
世
紀
の
新
た
な
土
器
様
式
成
立
に
重
要
な
位
置
を
占
め
た
。
古
代
末
～
中
世

に
は
姿
器
系
陶
器
の
一
大
産
地
が
成
立
し
た
。

　
さ
ら
に
も
う
一
つ
は
、
北
陸
や
関
東
、
東
北
で
み
た
よ
う
に
、
九
世
紀
後
葉
～
末

ま
で
小
型
食
器
や
甕
類
を
含
む
須
恵
器
生
産
が
根
強
く
残
っ
た
地
域
で
あ
る
。
そ
れ

ら
に
あ
っ
て
も
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
よ
う
と
す
る
努
力
は
随
所
に
み
え
た
。
関
東
で

八
世
紀
後
半
～
末
に
大
型
、
小
型
窯
に
よ
る
分
業
的
生
産
が
志
向
さ
れ
た
の
も
そ
の

一
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
長
胴
瓶
や
甕
類
な
ど
特
定
器
種
へ
の
生
産
の
偏
り
も
認
め

ら
れ
た
［
北
野
一
九
九
九
］
。

お
わ

り
に
1
転
換
期
窯
業
の
歴
史
的
意
義
1

　

こ
こ
ま
で
律
令
国
家
転
換
期
の
列
島
各
地
の
窯
業
を
傭
撤
し
て
き
た
。
最
後
に
本

稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
、
窯
場
と
須
恵
器
使
用
の
現
場
で
起
こ
っ
た
変
化

の

背
景
に
つ
い
て
、
主
に
経
済
や
宗
教
の
側
面
か
ら
解
釈
を
試
み
む
す
び
に
か
え
た

い
。

　

七

～
九
世
紀
の
土
器
様
式
は
概
ね
三
大
別
さ
れ
、
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
初
頭
・

前
葉
が
前
後
の
様
式
の
転
換
期
と
理
解
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
別
様
式
の
把
握
は

各
地
の
土
器
編
年
に
共
通
し
て
み
ら
れ
、
そ
の
背
後
に
は
列
島
規
模
の
広
範
な
政
治
、

経
済
、
社
会
、
宗
教
情
勢
が
反
映
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
都
城
周
辺
の
窯
業
地
で
は
八
世
紀
中
葉
に
陶
邑
窯
と
都
市
近
郊
窯
の
盛
衰
が
入
れ

替
わ

っ

た
。
平
城
宮
で
も
八
世
紀
前
半
代
は
陶
邑
産
が
大
半
を
し
め
た
の
に
対
し
、

八
世
紀
後
半
に
は
減
少
、
代
わ
っ
て
近
郊
窯
の
生
駒
西
麓
産
や
貯
蔵
具
の
優
品
を
含

む
尾
張
産
が
増
加
し
た
。
八
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
畿
内
中
枢
部
の
害
窯
は
半
地
下

式
で
、
焼
成
器
種
の
変
化
（
大
甕
の
減
少
、
小
型
品
の
増
加
）
に
対
応
し
た
窯
構
造

を
採
用
し
、
効
率
的
な
窯
詰
め
と
燃
焼
コ
ス
ト
を
お
さ
え
た
生
産
が
行
わ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
調
庸
税
制
は
当
初
か
ら
中
央
市
で
の
交
易
の
よ
う
な
流
通
経
済
の
仕
組

み

を
必
要
と
し
、
そ
の
発
達
を
促
す
側
面
を
持
っ
て
い
た
が
、
八
世
紀
中
葉
か
ら
そ

の

収
取
・
運
用
に
流
通
経
済
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
［
栄

原
一
九
七
三
］
。
宮
都
に
お
け
る
須
恵
器
の
調
達
も
一
部
の
実
物
貢
納
品
を
除
け
ば
、

基
本
的
に
は
他
の
物
資
と
同
様
に
交
易
シ
ス
テ
ム
が
利
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
重

貨
で
あ
る
須
恵
器
の
運
京
は
窯
業
経
営
者
（
地
方
豪
族
層
）
に
と
っ
て
は
負
担
の
大

き
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
生
産
の
場
に
お
け
る
様
々
な
コ
ス
ト
削
滅
は
、
国
府
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交
易
圏
や
中
央
交
易
圏
と
直
接
関
わ
り
な
が
ら
、
手
工
業
生
産
に
よ
る
私
富
獲
得
活

動
を
展
開
し
た
彼
ら
に
と
っ
て
当
時
の
経
済
状
況
の
中
で
は
必
然
的
選
択
だ
っ
た
と

い

え
る
。
生
駒
西
麓
窯
な
ど
都
市
近
郊
窯
が
陶
邑
窯
よ
り
有
利
な
の
は
流
通
面
で
あ

る
。
陶
邑
産
が
規
模
を
縮
小
し
て
い
く
背
景
に
「
陶
山
相
論
」
（
『
一
二
代
実
録
』
貞
観

元
年
）
等
を
根
拠
に
森
林
枯
渇
等
の
自
然
的
要
因
を
想
定
す
る
考
え
［
楢
崎
一
九
六
五
］

も
あ
る
が
、
少
な
い
八
世
紀
の
樹
種
同
定
例
［
西
田
一
九
七
八
］
や
古
代
の
一
般
的
な

築
窯
戦
略
［
藤
原
一
九
九
三
、
山
口
ほ
か
一
九
九
〇
］
か
ら
す
る
と
、
必
ず
し
も
経
営
を

圧
迫
す
る
よ
う
な
広
範
な
森
林
破
壊
が
あ
っ
た
と
は
評
価
し
づ
ら
い
。
陶
邑
が
総
体

と
し
て
生
産
規
模
を
縮
小
し
て
い
く
の
は
経
営
集
団
の
社
会
構
…
造
［
田
中
一
九
六
七
］

や
流
通
経
済
に
主
因
が
あ
っ
た
と
み
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。

　
陶
邑
産
須
恵
器
貢
納
が
律
令
制
下
に
お
い
て
も
国
家
儀
礼
・
祭
祀
用
陶
器
提
供
と

い
う
服
属
儀
礼
的
な
意
味
あ
い
を
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
実
質
的
撤
退
は
形

式

的
で
あ
れ
王
権
の
強
化
が
は
か
ら
れ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宮
都
周
辺

で

の
大
甕
生
産
の
衰
退
が
、
こ
れ
を
重
用
す
る
国
家
儀
礼
（
神
事
）
や
関
連
祭
祀
の

簡
略
化
、
あ
る
い
は
畿
内
在
地
社
会
の
祭
祀
の
変
容
を
背
景
と
し
た
か
は
即
断
で
き

な
い
に
し
て
も
、
八
世
紀
中
葉
以
降
の
鎮
護
国
家
の
仏
教
政
策
が
間
接
的
に
窯
業
生

産
に
も
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
十
分
想
定
し
う
る
。

　
ま
た
、
八
世
紀
末
頃
に
鮮
明
と
な
る
成
形
技
法
の
簡
略
化
や
重
ね
焼
き
に
よ
る
軟

質
化
・
白
色
化
は
現
代
か
ら
み
れ
ば
品
質
低
下
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
消
費
者
側
に
必
要
以
上
の
品
質
（
作
り
の
良
さ
・
硬
さ
・
色
）
よ
り
価
格
を
重
視

す
る
よ
う
な
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
製
品
で

あ
っ
て
も
十
分
受
け
入
れ
ら
れ
た
だ
ろ
う
。
八
世
紀
末
に
布
な
ど
調
庸
物
の
鹿
悪
が

問
題
と
な
る
よ
う
な
地
方
の
手
工
業
生
産
技
術
の
停
滞
と
経
済
状
況
が
、
物
に
よ
っ

て

は
八
世
紀
中
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
で
な
い
か
。

　
一
方
、
地
方
の
須
恵
器
窯
業
も
ま
た
入
世
紀
中
葉
に
経
済
性
を
志
向
す
る
よ
う
な

生

産
の
画
期
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
在
地
の
手
工
業
生
産
と
流
通
経
済
が
国
の
そ

れ
を
規
定
し
、
さ
ら
に
中
央
経
済
を
も
規
定
し
て
い
く
と
い
う
関
係
［
栄
原
一
九
七
三
］

に
お
い
て
は
必
然
的
と
も
言
え
る
。

　
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
前
葉
の
生
産
戦
略
を
大
き
く
分
け
る
と
、
①
畿
内
中
枢
部

と
類
似
し
た
牛
頸
窯
と
大
宰
府
、
②
猿
投
窯
と
そ
の
周
辺
、
③
讃
岐
・
播
磨
、
④
北

陸
・
関
東
・
東
北
の
四
つ
の
類
型
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
古
代
末
か
ら
中
世
の
焼
物

生

産
・
消
費
の
文
化
圏
を
も
表
し
て
お
り
、
八
世
紀
中
葉
の
須
恵
器
生
産
の
画
期
が

中
世
的
焼
物
世
界
形
成
の
端
緒
と
な
っ
た
［
宇
野
一
九
八
四
］
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
②
～
④
地
域
や
そ
の
内
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
社
会
的
、
経
済
的
、
宗
教
的

事
情
に
よ
り
須
恵
器
生
産
に
対
応
の
違
い
が
生
じ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
北

陸
の
越
前
（
加
賀
）
・
越
中
地
域
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
北
陸
で
は
八
世
紀
中
葉
か

ら
中
央
王
臣
家
や
官
大
寺
の
初
期
荘
園
の
占
定
、
在
地
豪
族
の
墾
田
開
発
な
ど
農
業

活
動
が
活
発
化
し
て
い
た
。
豪
族
層
は
手
工
業
生
産
を
含
む
従
来
の
私
的
経
営
に
加

え
、
中
央
経
済
圏
と
も
直
結
す
る
新
た
な
農
業
経
営
に
関
わ
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
利

益
を
獲
得
し
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
民
衆
を
徴
発
し
て
行
う
農
業
・
土
木
・
運
送
等

の

経
済
活
動
に
は
共
同
飲
食
や
儀
礼
が
つ
き
も
の
で
、
須
恵
器
大
甕
や
給
食
用
食
器

類
の
需
要
は
高
か
っ
た
。
ま
た
、
密
度
濃
く
分
布
す
る
山
間
寺
院
で
も
そ
の
宗
教
活

動
に
多
量
の
須
恵
器
が
消
費
さ
れ
た
。
北
陸
で
は
八
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
窯
場
数

や

窯
数
が
ピ
ー
ク
を
保
ち
［
宇
野
一
九
九
二
、
生
産
量
が
最
大
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の

経
営
者
た
る
在
地
豪
族
層
が
如
上
の
よ
う
な
農
業
経
営
や
宗
教
活
動
に
「
須
恵
器
」

を
必
要
と
し
た
社
会
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
［
北
野
一
九
九
六
］
。
こ
の
場
合

の
須
恵
器
は
単
に
実
用
の
器
と
し
て
だ
け
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
共
同
体
祭
祀
や
支

配

関
係
の
確
認
と
い
っ
た
古
墳
時
代
以
来
の
象
徴
的
機
能
や
伝
統
的
使
用
形
態
を
あ

わ
せ
も
つ
道
具
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
東
海
地
域
が
窯
業
地
と
し
て
の
あ
ら
た
な
飛
躍
を
と
げ
た
の
は
、
猿
投
窯
や
美
濃

須
衛
窯
、
湖
西
窯
な
ど
、
各
国
の
中
核
窯
が
個
性
的
で
あ
り
な
が
ら
相
互
に
技
術
交

流
を
持
ち
、
優
品
生
産
の
伝
統
を
保
持
す
る
広
域
の
技
術
圏
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
の
背
後
に
は
地
域
経
済
圏
と
と
も
に
、
古
墳
時
代
以
来
の
東
国
へ
の
流

通
圏
［
埼
玉
考
古
学
会
二
〇
〇
六
］
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
重
要
な
要
因
に
な
っ
た
と

268



北野博司［律令国家転換期の須恵器窯業］

考
え
ら
れ
る
。

　
八
世
紀
中
葉
は
七
世
紀
か
ら
の
土
器
様
式
の
帰
結
点
で
あ
り
、
九
世
紀
以
降
の
そ

れ
の

出
発
点
で
あ
っ
た
。
聖
武
朝
に
比
定
さ
れ
る
こ
の
段
階
が
律
令
国
家
に
と
っ
て

文
化
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
（
制
度
・
物
質
・
宗
教
）
で
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

た
こ
と
は
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
は
主
に
須
恵
器
窯
業
の
技

術
や
流
通

と
い
っ
た
経
済
面
か
ら
こ
の
こ
と
を
検
討
し
、
そ
れ
を
追
認
し
た
格
好
と

な
っ
た
。

　
論

じ
残
し
た
課
題
は
多
い
が
、
畿
内
を
は
じ
め
各
地
の
窯
業
生
産
の
変
容
を
、
経

営
側
・
消
費
者
側
双
方
の
集
落
・
共
同
体
に
お
け
る
社
会
構
造
や
分
業
体
制
の
視
点

か

ら
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
本
来
な
ら
、
長
岡
京
・
平
安
京
遷
都
期

（八
世
紀

後
葉
～
九
世
紀
前
葉
）
の
窯
業
の
動
向
を
詳
細
に
検
討
す
る
の
が
役
割
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
十
分
果
た
せ
な
か
っ
た
。

註（
1
）
　
畿
内
と
東
国
の
土
器
生
産
か
ら
分
業
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
田
中
一
九
六
七
、
西
日

　
　
本
を
対
象
と
し
、
土
器
様
式
と
製
作
技
術
か
ら
転
換
期
窯
業
の
流
通
や
分
業
を
論
じ
た
も
の
と

　
　
し
て
巽
一
九
入
三
、
畿
内
か
ら
列
島
全
体
を
視
野
に
お
き
、
古
代
食
器
様
式
の
変
遷
と
そ
の
意

　
　
義
を
多
面
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
宇
野
一
九
八
五
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
域
論
は
、
北
陸
で
は

　
　
北
陸
古
代
土
器
研
究
会
一
九
九
四
、
関
東
で
は
埼
玉
考
古
学
会
二
〇
〇
六
な
ど
が
参
考
と
な

　
　
る
。

（
2
）
　
量
産
型
施
紬
陶
器
の
生
産
開
始
や
新
た
な
意
匠
の
出
現
を
重
視
す
る
場
合
、
九
世
紀
初
頭
を

　
　
画
期
と
す
る
。

（
3
）
　
例
え
ば
、
列
島
規
模
（
畿
内
中
心
）
の
食
器
様
式
［
宇
野
一
九
八
五
］
、
太
宰
府
［
中
島
二
〇

　
　
〇
五
］
、
加
賀
［
田
嶋
一
九
八
八
］
、
備
前
［
武
田
一
九
九
二
］
、
尾
張
猿
投
窯
［
尾
野
二
〇
〇
〇
］
、

　
　
な
ど
が
あ
る
。

（
4
）
　
窯
場
は
七
世
紀
中
葉
に
栂
地
区
に
集
中
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
八
世
紀
前
半
は
こ
れ
に
T
K

　
　
地
区
が
加
わ
っ
た
が
、
八
世
紀
中
葉
に
は
両
者
は
衰
退
し
、
代
わ
っ
て
K
M
地
区
が
増
え
た
［
重

　
　
見
二
〇
〇
二
］
。

（
5
）
　
宇
野
隆
夫
氏
は
古
代
前
期
の
須
恵
器
生
産
の
特
色
の
一
つ
は
、
燃
料
の
消
費
や
失
敗
品
の
増

　

加

を
い
と
わ
ず
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
製
品
を
堅
緻
に
、
還
元
焼
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
す

　
　
る
［
宇
野
一
九
九
＝
。

（
6
）
　
四
国
瀬
戸
内
側
の
伊
予
（
千
足
一
号
窯
）
や
、
良
好
な
調
査
例
に
恵
ま
れ
な
い
が
讃
岐
（
十

　
　
瓶

山
窯
）
で
も
D
形
式
の
採
用
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
7
）
　
陶
邑
で
採
用
さ
れ
た
n
b
型
の
積
み
重
ね
［
北
野
一
九
八
八
］
は
、
平
城
宮
出
土
土
器
で
は

　
　

す
で
に
八
世
紀
前
半
に
み
ら
れ
る
が
、
八
世
紀
中
葉
以
降
に
一
般
化
す
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
蓋

　
　
の
内
外
面
を
降
灰
か
ら
ふ
せ
ぐ
利
点
が
あ
り
、
大
型
品
が
先
行
し
て
採
用
す
る
傾
向
が
あ
る
こ

　
　

と
か
ら
都
城
向
け
の
供
給
と
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
H
a
型
は
蓋
の
天
井
に
膨
ら
み
が

　
　

あ
る
ほ
う
が
安
定
す
る
が
、
n
b
型
は
逆
に
蓋
同
士
の
安
定
の
た
め
に
扁
平
化
（
特
に
口
縁
部
）

　
　
が
必
要
と
な
る
。
八
世
紀
後
半
に
n
b
型
が
発
達
す
る
陶
邑
や
生
駒
産
の
扁
平
化
な
杯
蓋
と
、

　
　

H
a
型
の
猿
投
窯
産
な
ど
と
器
形
の
大
き
な
違
い
は
こ
の
よ
う
な
窯
詰
め
技
術
と
の
関
わ
り

　
　
か

ら
も
説
明
で
き
る
。
八
世
紀
中
葉
の
京
都
府
西
椚
窯
で
は
法
量
と
器
形
に
よ
り
両
者
の
使
い

　
　
分
け
が
認
め
ら
れ
る
。

（
8
）
　
重
見
泰
氏
に
よ
れ
ば
、
陶
邑
窯
で
は
食
膳
具
が
八
世
紀
前
半
は
八
割
前
後
で
あ
っ
た
も
の

　
　
が
、
後
半
（
～
長
岡
京
期
）
に
は
九
割
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
［
重
見
二
〇
〇
二
］
。

　
　
八
世
紀
前
半
に
一
割
前
後
み
ら
れ
た
甕
類
な
ど
貯
蔵
具
が
相
対
的
に
減
っ
て
食
膳
具
率
が
増

　
　
加
し
て
い
る
。
九
世
紀
前
半
に
は
逆
に
食
膳
具
が
二
～
四
割
に
減
少
す
る
。
篠
窯
で
も
八
世
紀

　
　
後
半

～
九
世
紀
初
頭
の
甕
類
は
比
率
に
な
ら
な
い
ほ
ど
少
な
い
［
財
団
法
人
京
都
府
埋
文
一
九

　
　
八
四
・
一
九
八
九
『
篠
窯
跡
群
』
1
・
H
］
。
長
岡
京
で
も
甕
類
の
割
合
は
宮
・
京
と
も
須
恵
器

　
　
中
の
一
割
以
下
で
あ
る
［
秋
山
↓
九
九
二
a
］
。

　
　
　
「
大
甕
」
は
一
般
に
は
七
世
紀
に
発
達
し
た
口
縁
部
別
作
り
で
装
飾
性
の
あ
る
大
容
量
の
甕

　
　
を
さ
す
。
七
世
紀
後
葉
～
八
世
紀
に
は
中
央
・
地
方
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
の
場
面
で
使
用
さ

　
　
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
は
装
飾
や
口
縁
部
形
態
を
変
化
さ
せ
て
お
り
、
当
初
の
象
徴
的

　
　
な
意
味
合
い
が
薄
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
現
状
で
は
延
喜
式
の
祭
具
の
古
器
名
と

　
　
甕
の
作
り
分
け
と
の
対
応
は
不
明
で
あ
り
、
九
世
紀
代
の
甕
の
形
態
や
法
量
変
化
と
、
甕
の
儀

　
　
礼
的
機
能
の
相
対
的
低
下
、
数
の
減
少
と
の
関
係
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

（
9
）
　
平
城
V
の
馬
寮
東
方
地
区
S
K
五
二
八
三
で
は
陶
邑
産
に
比
定
さ
れ
る
須
恵
器
が
高
い
割

　
　
合
を
示
す
［
川
越
ほ
か
一
九
九
九
］
。
一
方
、
同
時
期
の
兵
部
省
の
遺
構
で
は
猿
投
産
が
目
立
つ

　
　
（
川
越
俊
一
氏
御
教
示
）
。
前
者
で
は
同
一
産
地
類
似
器
形
の
製
品
（
杯
蓋
）
が
ま
と
ま
っ
て
出

　
　
土
し
て
お
り
、
収
取
方
法
次
第
で
は
遺
構
に
よ
り
産
地
の
偏
り
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
1
0
）
　
た
だ
し
、
七
世
紀
末
～
八
世
紀
前
半
の
中
型
窯
（
岩
崎
四
一
号
窯
、
潮
見
坂
四
号
窯
）
の
出

　
　
現
は
、
直
立
煙
道
窯
と
お
な
じ
よ
う
に
品
質
安
定
へ
の
志
向
、
あ
る
い
は
焼
き
分
け
と
何
ら
か

　
　
の
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
1
1
）
　
美
濃
須
衛
窯
は
八
世
紀
中
葉
か
ら
土
坑
状
燃
焼
部
を
も
つ
特
徴
的
な
窯
（
地
下
式
）
に
転
換

　

す
る
。
急
激
に
絞
り
込
ん
だ
入
口
の
奥
を
大
き
く
開
き
、
奥
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
す
ぼ
ま
る

　

焼
成
部
の
平
面
形
態
は
D
形
式
窯
と
共
通
す
る
。
各
務
原
市
天
狗
谷
七
号
窯
で
み
ら
れ
た
よ
う

　
　
に
貯
蔵
具
類
を
火
前
に
置
く
効
率
的
な
窯
詰
め
・
窯
焚
き
を
行
う
た
め
の
改
良
と
評
価
で
き

　
　
る
。
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（
1
2
）
　
本
章
で
引
用
す
る
各
窯
の
資
料
は
［
窯
跡
研
究
会
一
九
九
九
b
］
お
よ
び
［
同
二
〇
〇
四
b
］

　
　
の
文
献
に
よ
る
。

（
1
3
）
　
姫
路
市
御
坊
山
一
号
窯
は
七
世
紀
後
葉
の
（
地
ド
式
）
直
立
煙
道
緩
傾
斜
窯
と
み
ら
れ
る
。

参
考
文
献

秋

山
浩
三
一
九
九
二
a
「
長
岡
京
の
十
器
　
土
器
組
成
か
ら
み
た
宮
域
の
特
質
　
」
『
占
代
の
土
器
研

　
究
　
律
令
的
十
器
様
式
の
西
・
東
1
』
古
代
の
土
器
研
究
会

秋
山
浩
三
一
九
九
二
b
「
長
岡
京
土
器
の
蛍
光
X
線
分
析
と
産
地
推
定
」
『
長
岡
京
古
文
化
論
叢
』
H

　

中
山
修
．
先
生
喜
寿
記
念
事
業
会
編

浅
香
年
木
一
九
七
一
「
平
安
期
の
窯
業
生
産
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
『
日
本
古
代
手
工
業
生
産
史
の
研

　
究
』
法
政
大
学
出
版
局

網
田
龍
生
二
〇
〇
三
「
古
代
荒
尾
産
須
恵
器
と
宇
城
産
須
恵
器
」
『
先
史
学
・
考
古
学
論
究
』
W
（
考

　
占
学
研
究
室
創
設
三
〇
周
年
記
念
論
文
集
）
龍
田
考
古
会

生
駒
市
教
育
委
員
会
，
九
八
八
『
生
駒
市
遺
跡
分
布
調
査
概
報
』
生
駒
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七

　
集
池
澤
俊
幸
二
〇
〇
四
a
「
中
国
・
四
国
地
域
の
古
代
後
半
期
須
恵
器
窯
」
『
須
恵
器
窯
の
技
術
系
譜
二

　
ー
八
世
紀
中
頃
～
、
二
世
紀
を
中
心
と
し
て
ー
発
表
要
旨
集
』
窯
跡
研
究
会

池
澤
俊
幸
二
〇
〇
四
b
「
讃
岐
の
須
恵
器
窯
・
土
器
窯
」
「
土
佐
の
須
恵
器
窯
」
「
阿
波
の
須
恵
器
窯
・

　
土

器
窯
」
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料
集
二
　
八
世
紀
中
頃
か
ら
一
二
世
紀
を
中
心
と
し
て
ー
』
窯
跡
研

　

究
会

池
辺
元

明
ほ
か
一
九
八
八
『
牛
頸
窯
跡
群
』
1
　
福
岡
県
教
育
委
員
会

石
井
清
司
一
九
八
三
「
篠
窯
跡
群
出
土
の
須
恵
器
に
つ
い
て
」
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
第
七
号

　
財

団
法
人
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

石
井
清

司
一
九
八
九
「
篠
窯
跡
群
に
み
る
三
つ
の
画
期
」
『
篠
窯
跡
群
』
H
　
財
団
法
人
京
都
府
埋
蔵

　

文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

石
木
秀
啓
二
〇
〇
四
a
「
九
州
地
域
の
古
代
後
半
期
須
恵
器
窯
構
造
」
『
須
恵
器
窯
の
技
術
と
系
譜
二

　
ー
八
世
紀
中
葉
か
ら
一
二
世
紀
を
中
心
と
し
て
　
発
表
要
旨
集
』
窯
跡
研
究
会

石
木
秀
啓
二
〇
〇
四
b
「
筑
前
」
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料
集
二
　
八
世
紀
中
頃
か
ら
一
二
世
紀
を
中
心

　

と
し
て
　
』
窯
跡
研
究
会

磯
部
貴
文
二
〇
〇
四
「
長
門
・
周
防
の
須
恵
器
窯
」
『
須
恵
器
窯
の
技
術
と
系
譜
二
　
八
世
紀
中
葉
か

　

ら
一
二
世
紀
を
中
心
と
し
て
　
発
表
要
旨
集
』
窯
跡
研
究
会

牛
谷
好
伸
一
九
九
九
「
播
磨
の
須
恵
器
窯
」
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料
集
ー
出
現
期
か
ら
八
世
紀
中
頃
を

　

中
心
に
し
て
ー
』
窯
跡
研
究
会

宇
野
隆
夫
一
九
八
五
「
古
代
的
食
器
の
変
化
と
特
質
」
『
日
本
史
研
究
』
第
二
八
〇
号
　
日
本
史
研
究

　
会
（
一
九
八
九
『
考
古
資
料
に
み
る
古
代
と
中
世
の
歴
史
と
社
会
』
真
陽
社
　
所
収
）

宇
野
隆
夫
一
九
九
一
『
律
令
社
会
の
考
古
学
的
研
究
　
北
陸
を
舞
台
と
し
て
　
』
桂
書
房

宇
野
隆
夫
一
九
八
四
「
後
半
期
の
須
恵
器
」
『
史
林
』
第
六
七
巻
第
六
号
（
一
九
八
九
『
考
古
資
料
に

　
み

る
古
代
と
中
世
の
歴
史
と
社
会
』
真
陽
社
　
所
収
）

江
谷

寛
．
九
八
二
「
松
井
窯
跡
群
」
『
田
辺
町
遺
跡
分
布
調
査
概
報
』
田
辺
町
教
育
委
員
会

尾
野
善
裕
一
九
九
八
「
灰
粕
陶
器
生
産
技
術
の
系
譜
」
『
楢
崎
彰
一
先
生
古
希
記
念
論
文
集
』
楢
崎
彰

　
一
先
生
古
希
記
念
論
文
集
刊
行
会

尾

野
善
裕
、
一
〇
〇
〇
「
猿
投
窯
（
系
）
須
恵
器
編
年
の
再
構
築
」
『
須
恵
器
生
産
の
出
現
か
ら
消
滅
（
発

　
表
要
旨
）
』
東
海
土
器
研
究
会

窯
跡
研
究
会
一
九
九
九
a
『
須
恵
器
窯
の
技
術
と
系
譜
ー
豊
科
、
信
濃
、
そ
し
て
日
本
列
島
－
発
表

　
要
旨
集
』

窯
跡
研
究
会
一
九
九
九
b
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料
集
－
出
現
期
か
ら
八
世
紀
中
頃
を
中
心
に
し

　

て
i
』

窯
跡
研
究
会
二
〇
〇
四
a
『
須
恵
器
窯
の
技
術
と
系
譜
二
ー
八
世
紀
中
頃
か
ら
一
一
、
世
紀
を
中
心
と

　

し
て
ー
発
表
要
旨
集
』

窯
跡
研
究
会
二
〇
〇
四
b
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料
集
二
ー
八
世
紀
中
頃
か
ら
一
一
．
世
紀
を
中
心
と
し

　

て
　
』

窯
跡
研
究
会
二
〇
〇
五
「
第
三
回
窯
跡
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
討
論
記
録
」
『
窯
跡
研
究
』
創
刊
号

加
茂
町
教
育
委
員
会
一
九
八
、
『
西
椚
窯
跡
』

川
越
俊
一
・
玉
田
芳
秀
一
九
九
九
「
馬
寮
東
方
地
区
の
調
査
ー
第
二
九
八
次
」
『
奈
良
国
立
文
化
財
研

　

究
所
年
報
』
一
九
九
九
－
皿

北
野
博
司
一
九
八
八
「
重
ね
焼
き
の
観
察
」
『
辰
口
西
部
遺
跡
群
』
1
　
石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

　
タ
ー

北
野
博
司
一
九
九
六
「
初
期
荘
園
と
土
地
開
発
」
『
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告
』
第
七

　
集
北
野
博
司
一
九
九
九
「
貯
蔵
具
の
器
種
分
類
案
」
『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』
第
八
号
　
北
陸
古
代
土
器

　

研
究
会

北
野
博
司
二
〇
〇
一
「
須
恵
器
製
作
技
法
研
究
の
現
状
と
課
題
」
『
古
代
の
土
器
　
律
令
的
土
器
様
式

　

の

西
・
東
六
　
須
恵
器
の
製
作
技
法
と
そ
の
転
換
』
古
代
の
土
器
研
究
会

北
野
博
司
ほ
か
二
〇
〇
二
「
須
恵
器
の
成
形
に
お
け
る
ロ
ク
ロ
回
転
」
『
日
本
考
古
学
協
会
第
六
八
回

　

総
会
研
究
発
表
要
旨
』
日
本
考
古
学
協
会

北
野
博
司
二
〇
〇
四
「
遷
り
ゆ
く
窯
」
『
須
恵
器
窯
の
技
術
と
系
譜
』
二
　
発
表
要
旨
集
　
窯
跡
研
究

　
会
倉
田
義
広
・
小
林
信
一
二
〇
〇
四
「
上
総
の
須
恵
器
窯
」
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料
集
二
　
八
世
紀
中
頃

　

か

ら
一
二
世
紀
を
中
心
と
し
て
ー
』
窯
跡
研
究
会

小
森
俊
寛
一
九
九
四
「
概
説
」
『
古
代
の
土
器
三
　
都
城
の
土
器
集
成
』
皿
　
古
代
の
土
器
研
究
会
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小
森
俊
寛
二
〇
〇
五
『
京
か
ら
出
土
す
る
土
器
の
編
年
的
研
究
－
日
本
律
令
的
土
器
様
式
の
成
立
と

　

展
開
、
七
～
↓
九
世
紀
1
』
京
都
編
集
工
房

埼
玉

考
古
学
会
二
〇
〇
六
『
埼
玉
考
古
学
会
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
古
代
武
蔵
国
の
須
恵

　

器
流
通
と
地
域
社
会
』
（
『
埼
玉
考
古
』
別
冊
九
）

財

団
法
人
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
一
九
八
四
・
一
九
八
九
『
篠
窯
跡
群
』
1
・
H

栄
原
永
遠
男
一
九
七
三
「
律
令
制
下
に
お
け
る
流
通
経
済
の
歴
史
的
特
質
　
律
令
制
収
奪
と
関
連
し

　
て

　
」
『
日
本
史
研
究
』
第
＝
一
二
号
（
一
九
九
二
『
奈
良
時
代
流
通
経
済
史
の
研
究
』
塙
書
房

　
所
収
）

佐
藤
竜
馬
一
九
九
九
「
中
国
・
四
国
の
須
恵
器
窯
」
『
須
恵
器
窯
の
技
術
と
系
譜
ー
豊
科
、
信
濃
、
そ

　

し
て
日
本
列
島
ー
発
表
要
旨
集
』
窯
跡
研
究
会

重
見
泰
二
〇
〇
二
「
律
令
時
代
の
須
恵
器
生
産
－
生
駒
古
窯
跡
群
か
ら
み
た
宮
都
の
発
展
と
須
恵
器

　
生

産
－
」
『
古
代
学
研
究
』
一
五
六
・
一
五
七
号
　
古
代
学
研
究
会

白
石
耕
治
一
九
九
九
「
和
泉
陶
邑
の
須
恵
器
窯
」
『
須
恵
器
窯
の
技
術
と
系
譜
』
発
表
要
旨
集
　
窯
跡

　

研
究
会

城
ヶ
谷
和
広
一
九
九
三
「
尾
張
猿
投
窯
と
尾
北
窯
」
『
年
報
　
平
成
四
年
度
』
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ

　
ン
タ
ー

城
ヶ
谷
和
広
一
九
九
六
「
律
令
体
制
の
形
成
と
須
恵
器
生
産
ー
瓦
陶
兼
業
窯
の
展
開
ー
」
『
日
本
考
古

　

学
』
三
　
日
本
考
古
学
協
会

城
ヶ
谷
和
広
二
〇
〇
五
「
猿
投
窯
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
の
変
革
期
に
つ
い
て
　
岩
崎
四
一
号
窯
出

　
土
須
恵
器
の
検
討
か
ら
ー
」
『
愛
知
県
史
研
究
』
第
九
号

関
根
真
隆
一
九
六
九
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

高
橋
照
彦
一
九
九
二
「
山
背
に
お
け
る
古
代
窯
業
生
産
」
『
岩
倉
窯
跡
群
』
京
都
大
学
考
古
学
研
究
会

高
橋
照
彦
一
九
九
九
「
『
律
令
的
土
器
様
式
』
再
考
」
『
瓦
衣
千
年
ー
森
郁
夫
先
生
還
暦
記
念
論
文
集

　
－
』
森
郁
夫
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会

武

田
恭
彰
一
九
九
二
「
瀬
戸
内
の
土
器
…
岡
山
県
下
の
古
代
土
器
様
相
を
中
心
に
　
」
『
古
代
の
土
器

　
研
究
ー
律
令
的
土
器
様
式
の
西
・
東
』
古
代
の
土
器
研
究
会

武

田
恭
彰
一
九
九
九
「
山
陽
の
須
恵
器
窯
ー
備
前
・
備
中
・
備
後
・
安
芸
　
」
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料

　
集
　
出
現
期
か
ら
八
世
紀
中
頃
を
中
心
に
し
て
ー
』
窯
跡
研
究
会

巽
淳
一
郎
一
九
八
三
「
古
代
窯
業
の
生
産
と
展
開
　
西
日
本
を
中
心
と
し
て
！
」
『
文
化
財
論
叢
』
奈

　
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
三
〇
周
年
記
念
論
文
集
　
同
朋
社

巽
淳
一
郎
一
九
八
九
「
古
代
の
窯
業
」
『
古
代
史
復
元
』
九
（
古
代
の
都
と
村
）
講
談
社

巽
淳
一
郎
一
九
九
一
a
「
都
の
焼
物
の
特
質
と
そ
の
変
容
」
『
新
版
古
代
の
日
本
』
第
六
巻
近
畿
n

　
角
川
書
店

巽

淳
一
郎
一
九
九
一
b
「
二
土
器
」
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
X
皿
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

巽
淳
一
郎
一
九
九
五
「
奈
良
時
代
の
返
・
鯉
・
主
・
由
加
大
型
貯
蔵
用
須
恵
器
の
器
名
考
証
ー
」
『
文

　
化
財
論
叢
』
n
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
四
〇
周
年
記
念
論
文
集
）
同
朋
舎
出
版

巽
淳
一
郎
一
九
九
九
「
古
代
の
焼
物
調
納
制
に
関
す
る
研
究
」
『
瓦
衣
千
年
森
郁
夫
先
生
・
・
遍
暦
記
念

　
論
文
集
　
』
森
郁
夫
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会

田
中
琢
一
九
六
四
「
須
恵
器
製
作
技
術
の
再
検
討
」
『
考
古
学
研
究
』
第
一
一
巻
第
二
号
　
考
古
学
研

　

究
会

田
中
琢
一
九
六
七
「
畿
内
と
東
国
　
古
代
土
器
生
産
の
観
点
か
ら
」
『
日
本
史
研
究
』
第
九
〇
号
　
日

　

本
史
研
究
会

田
辺
昭
三
一
九
六
六
『
陶
邑
古
窯
趾
群
』
1
　
平
安
学
園
考
古
学
ク
ラ
ブ

田
辺
昭
三
一
九
八
一
『
須
恵
器
大
成
』
角
川
書
店

玉

田
芳
英
一
九
九
二
「
平
城
宮
の
土
器
」
『
古
代
の
土
器
研
究
　
律
令
的
土
器
様
式
の
西
・
東
ー
』
古

　

代
の
土
器
研
究
会

中
島
恒
次
郎
二
〇
〇
五
「
聖
武
朝
の
土
器
　
九
州
（
大
宰
府
と
周
辺
）
ー
」
『
古
代
の
土
器
研
究
　
聖

　

武
朝
の
土
器
様
式
』
古
代
の
土
器
研
究
会

中
村
浩
ほ
か
一
九
八
九
『
牛
頸
ハ
セ
ム
シ
窯
跡
群
』
H
　
大
野
城
市
教
育
委
員
会

楢
崎
彰
＝
九
六
五
「
古
代
末
期
の
窯
業
生
産
」
『
日
本
史
研
究
』
第
七
九
号
　
日
本
史
研
究
会

西
弘
海
一
九
七
六
「
土
器
」
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』
W
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
（
一
九
八
六

　
『
土
器
様
式
の
成
立
と
そ
の
背
景
』
真
陽
社
　
所
収
）

西
弘
海
一
九
八
二
「
土
器
様
式
の
成
立
と
そ
の
背
景
」
『
考
古
学
論
考
』
小
林
行
雄
博
士
古
稀
記
念
論

　
文
集
　
平
凡
社
（
一
九
八
六
『
土
器
様
式
の
成
立
と
そ
の
背
景
』
真
陽
社
　
所
収
）

西

田
正
規
一
九
七
八
「
須
恵
器
生
産
の
燃
料
に
つ
い
て
」
『
陶
邑
』
皿
　
大
阪
府
教
育
委
員
会

野
上
丈

助
一
九
八
〇
「
調
査
経
過
」
『
陶
邑
』
V
　
大
阪
府
教
育
委
員
会

坂
野
和
信
一
九
七
九
「
日
本
古
代
施
粕
陶
器
の
再
検
討
（
1
）
」
『
考
古
学
雑
誌
』
第
六
五
巻
第
二
号

　

日
本
考
古
学
会

菱
田
哲
郎
二
〇
〇
四
「
古
墳
時
代
の
中
・
後
期
の
手
工
業
生
産
と
王
権
」
『
文
化
の
多
様
性
と
比
較
考

　
古

学
』
考
古
学
研
究
会
五
〇
周
年
記
念
論
文
集
　
考
古
学
研
究
会

平
尾
政
幸
↓
九
九
二
「
平
安
宮
・
京
の
土
器
・
陶
磁
器
」
『
古
代
の
土
器
研
究
ー
律
令
的
土
器
様
式
の

　

西
・
東
』
古
代
の
土
器
研
究
会

藤

原
学
一
九
九
三
「
須
恵
器
窯
と
燃
料
薪
」
『
考
古
学
論
叢
』
関
西
大
学
考
古
学
研
究
室
開
設
四
〇
周

　
年
記
念
　
関
西
大
学

藤
原
学
一
九
九
九
「
須
恵
器
窯
の
構
造
と
系
譜
ー
そ
の
技
術
と
源
流
　
」
『
須
恵
器
窯
の
技
術
と
系
譜

　
i
豊
科
、
信
濃
、
そ
し
て
日
本
列
島
　
発
表
要
旨
集
』
窯
跡
研
究
会

藤
原
学
・
西
本
安
秀
一
九
九
九
「
摂
津
の
須
恵
器
窯
」
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料
集
－
出
現
期
か
ら
八
世

　
紀
中
頃
を
中
心
に
し
て
　
』
窯
跡
研
究
会

北
陸
古
代
土
器
研
究
会
一
九
九
四
『
北
陸
古
代
土
器
研
究
（
特
集
一
須
恵
器
生
産
に
お
け
る
八
世
紀
中

　
葉
の
画
期
）
』
第
四
号

271



国立歴史民俗博物館研究報告

　第134集2007年3月

松
原
弘
宣
二
〇
〇
〇
「
八
世
紀
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
運
漕
の
諸
様
相
」
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
二
七
続

　

日
本
紀
研
究
会

望

月
精
司
一
九
九
一
「
須
恵
器
窯
体
構
造
の
変
遷
」
『
戸
津
古
窯
跡
群
』
1
　
小
松
市
教
育
委
員
会

望

月
精
司
一
九
九
三
「
須
恵
器
窯
構
造
か
ら
見
た
七
世
紀
の
画
期
ー
特
に
南
加
賀
窯
古
窯
跡
の
様
相

　
を
中
心
と
し
て
ー
」
『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』
第
三
号
　
北
陸
古
代
土
器
研
究
会

森
明
彦
一
九
九
四
「
陶
邑
・
ミ
ツ
キ
・
大
嘗
祭
」
『
大
阪
の
歴
史
と
文
化
』
井
上
薫
編
　
和
泉
書
院

森
明
彦
一
九
九
七
「
土
器
の
収
取
と
そ
の
用
途
」
『
古
代
交
通
史
研
究
』
第
六
号
　
古
代
交
通
史
研
究

　
会
森
内
秀
造
二
〇
〇
四
「
関
西
地
域
の
古
代
後
半
期
の
須
恵
器
窯
構
造
」
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料
集
二

　
八

世
紀
中
頃
か
ら
一
二
世
紀
を
中
心
と
し
て
　
発
表
要
旨
集
』
窯
跡
研
究
会

森
内
秀
造
・
北
実
生
・
寺
田
麻
子
二
〇
〇
四
「
西
摂
津
の
須
恵
器
窯
」
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料
集
二

　
八
世
紀
中
頃
か
ら
一
二
世
紀
を
中
心
と
し
て
　
』
窯
跡
研
究
会

森
内
秀
造
・
木
村
理
恵
二
〇
〇
四
「
播
磨
の
須
恵
器
窯
」
『
須
恵
器
窯
構
造
資
料
集
二
ー
八
世
紀
中
頃

　
か

ら
一
二
世
紀
を
中
心
と
し
て
ー
』
窯
跡
研
究
会

八
幡
市
教
育
委
員
会
一
九
七
九
『
交
野
ヶ
原
古
窯
跡
』

山
口
慶
丁
千
野
裕
道
一
九
九
〇
「
マ
ツ
林
の
形
成
お
よ
び
窯
業
へ
の
マ
ツ
材
の
導
入
に
つ
い
て
」

　
『
研
究
論
集
』
珊
　
東
京
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The　Sue　Ware　Industry　during　the　Transitional　Period　of　the　Ritsuryo　State

KITANo　Hiroshi

　　　This　paper　discusses　changes　in　Sue　ware　production　during　the　transitional　penod　of　the　Ritsuryo　state（late　8th

century　through　early　9th　century）by　examining　background　economic，　social　and　religious　factors．　Its　scope　extends

to　the　entire　Japanese　archipelago，　and　it　examines　the　rise　and　fall，　kiln　techniques（kiln　structure，　filling　and丘ring），

and　types　of　ware　produced　fbr　each　kiln　while　including　regional　characteristics．

　　　There　was　a　marked　decline　in　Suemura　kilns　in　the　environs　of　the　walled　capital　city，　which　was　a　major　location

of　kilns　in　Japan。　They　were　replaced　by　active　production　by　kilns　in　outlying　areas　of　the　city，　including　kilns　on　the

westem　fbothills　of　Ikoma　Mountain．　One　reason　was　their　location　on　the　outskirts，　which　was　bene丘cial　fbr　trade　at

atime　when　a　distribution　economy　was　developing．　Despi亡e　only　a　cursory　study　of　dist亘but｛on，　it　would　appear　that

the　bringing　in　of　Harima，　Sanuki　and　Bizen　Sue　ware　was　closely　related　to　the　development　of　marine　transportation

on　the　Seto　Inland　Sea．

　　　From　the　perspective　of　religion，　from　the　middle　of　the　8th　century　when　state　Buddhism　was　at　its　height　changes

began　to　occur　in　the　system　of　the　presentation　of　earthenware，　which　had　significance　in　subordination　rituals　as　well

as　imperial　rituals　themselves　that　used　large　ceremonial　vessels．　As　a　result，　the　role　played　by　the　area　responsible

fbr　supplying　Suemura　Sue　ware，　the　main　type　that　was　used，　probably　became　relatively　minor．

　　　During　the　period　of　transition，　a　common　production　strategy　was　adopted　by　kilns　across　the　country．　This　was　a

change　toward　prioritizing　economy　to　achieve　a　balance　between　cost　and　quality．　In　two　periods－－the　end　of　the　6th

century　and　in　the　latter　half　of　the　7th　century－there　were　many　similarities　in　not　only　the　production　strategies　but

also　the　techniques　introduced　to　kilns　everywhere．　However，　the　latter　half　of　the　8th　century　was　notable　fbr　the

emergence　of　diverse　choices　fOr　techniques，　which　subsequently　led　to　clear　regional　characteristics．　In　broad　terms

there　were　fbur　types　of　regions．

　　　One　consisted　of　the　Suemura　kilns　and　Ushikubi　kilns　that　had　previously　moved　away丘om　intensive　Sue　ware

production．　One　possible　reason　fbr　this　was　the　decrease　in　demand　fbr　Sue　ware　stemming　from　the　decline　in　com－

munity　festivals　and　rituals　in　surrounding　society，　which　was　relatively　independent．　The　second　region　was　the

Sanage　kilns　in　the　Tokai　which　had　used　their　technical　capabilities　to　build　a　brand－1ike　status　fbr　themselves　as　a　pro－

ducing　region．　The　sulTounding　area　became　a　major　producer　of　hard　pottery（shiki）．　The　third　region　comprised　Had－

ma　and　Sanuki，　which　made　the　most　of亡he　distribution　economy　and　their　proximity　to　urban　centers　to　develop　new

Sue　ware　production，　such　as　introducing　a　system　of　having　different　kilns　produce　different　types　of　ware．　The　fOurth
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are　the　kilns　in　the　Hokuriku，　Kanto　and　Tohoku　regions，　which　had　inherited　traditional　Sue　ware　production．　In　con－

trast，　society　in　the　Kinai　region，　which　generated　demand　fbr　Sue　ware，　appeared　conservative　in　its　govemance，

economy　and　religion．　These　regional　characteristics　seen　in　the　earthenware　industry　during　the　transitional　period

fomled　the　beginnings　of　the　world　of　pottery　that　was　to　develop　from　the　end　of　the　ancient　period　through　the　begin－

ning　of　the　medieval　period．
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